
丸亀市総合運動公園整備工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

2000. 3

丸  亀  市

松本考古学研究所

Ⅱ



丸亀市総合運動公園整備工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

2000. 3

丸  亀  市

松本考古学研究所

Ⅱ



溝 。N2-SD-1 遺物出土状況



はじめに

丸亀市の要請によって実施した中ノ池遺跡の調査は二次に及んで

いる。すでに一次調査については、1999年 3月 に報告書を刊行した

が、本書はその二次と二次の報告である。調査面積は二次が502.78

だ、二次が439だ で、調査面積としてはむしろ僅かなものに過ぎな

い。しかし出土した土器や石器、多数の溝は多くの情報を含んでお

り、一応基本的な資料の整理は実施することができた。

しかしそれらの資料の分析は今後の課題となった。中ノ池遺跡の

推定面積は62,500∬ を越えるものと思われるが、われわれの調査は

その2パーセントにも及んでいない。しかもその調査は断片的なも

のであり、遺跡の性格を的確に把握するためには資料不足は否めな

ヤゝ。

それでも得られた資料は極めて貴重なものであり、今回の報告書

では果たすことができなかったこれらの分析や、論考は、体勢を立

て直しⅢ次調査報告として刊行することとしており、猶予を賜りた

し】。

最後に発掘調査及び資料整理に対して、ご支援を頂いた丸亀市お

よび市教育委員会に深く感謝いたします。

2000年 3月

松本 考古学研 究所

所 長  松 本 豊 胤



例 言

1 本書は、丸亀市の総合運動公園整備工事に伴う埋

蔵文化財 (中 ノ池遺跡)の、平成 9年度第二次及び

平成10年度第二次発掘調査に伴う埋蔵文化財発掘調

査の報告である。

2 第二次発掘調査は、平成 9年 9月 12日 付けで第二

次は平成10年 12月 2日 付けで丸亀市長長山圭之と、

松本考古学研究所所長松本豊胤との間で締結した

「丸亀市運動公園整備工事に伴う埋蔵文化財 (中ノ

池遺跡)発掘調査業務委託」の契約によって実施し

た。

3 資料整理は平成H年 6月 22日付けで丸亀市長片山

圭之と松本考古学研究所所長松本豊胤との間で締結

した「丸亀市運動公園整備工事に伴う埋蔵文化財 (中

ノ池遺跡)出土品等資料整理業務委託」の契約によっ

て実施した。

4 中ノ池遺跡は丸亀市金倉町道上中ノ池に所在する。

5 中ノ池遺跡は平成 9年 5月 に第一次調査を実施し

ている。本報告は第二次及び第二次調査によって検

出された遺構の調査状況と出上した遺物の整理の状

況を報告し、中ノ池遺跡での遺構の位置付けや、出

土品についての歴史的な位置づけは、第二次報告書

として刊行する予定である。

6 調査主任及び資料整理・報告書作成等は松本豊胤

が中心となり、青井繁美および四国学院大学の考古

学研究室の学生諸氏の協力をあおいだ。

7 本書挿図中のレベル高はすべて海抜をあらわし、

方位は磁北を示す。また挿図の一部に国土地理院発

刊の25,000分 の一の地形図を使用した。

8 発掘調査、資料整理を通じて、丸亀市開発整備課

及び丸亀市教育委員会からは適切な助言を頂き、ま

た丸亀市金倉町地元有志の方々からもご支援を頂い

た。

発掘調査及び資料整理参加者

青井 繁美

四国学院大学学生

1999年度卒業  浅野  信

(考古学) 竹下 詩乃

沼田 宏隆

吉田 竹彦

4回 生  岡山 和史

(考古学) 白神 賢士

中谷  忍

桃田 昭芳

3回 生  小野 博史

(考古学) 平松 広成

峰松 一馬

山内 善文

2回 生  松浦幸次郎

(考古学) 川真田陽一

平野  順

丸山 佳章

調査協力機関

財団法人元興寺文化財研究所

アース開発株式会社

コスモ土木株式会社

近藤 有紀

壇上 治樹

細谷 美恵

斉藤 智嗣

高谷 安希

溝淵 盛治

森長 亮介

鳥飼  完

藤井 大輔

山内 宗匡

吉田 健一

川人 知見

蜂谷 浩美

細川 大介

山中  草
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図版79 N2-SD-1出 土壺
図版80 N2-SD-1出 土壺
図版81 N2-SD-1出 土壺
図版82 N2-SD-1出 土甕
図版83 N2-SD-1畠 土甕
図版84 N2-SD-1出 土甕
図版85 N2-SD-1出 土甕
図版86 N2-SD-1出 土甕
図版87 Sl― SD-1出 土甕
図版88 Sl― SD-1出 土甕
図版89 Sl― SD-1出 土甕
図版90 Sl― SD-1出 土甕
図版91 Sl― SD-1出 土甕
図版92 S2-SD-1出 土甕
図版93 S3-SD-1出 土甕
図版94 S3-SD-1。 2出土甕
図版95 S3-SD-1出 土甕
図版96 S3-SD-1。 2出土甕
図版97 S3-SD-1出 土甕
図版98 S3-SD-1出 土甕
図版99 S3-SD-1出 土甕
図版100 S3-SD-2出 土甕
図版101 S3-SD-2出 土甕
図版102 S3-SD-1、  S3-SD-2出 土甕
図版103 S3-SD-2出 上甕
図版104 S3-SD-2出 土甕
図版105 S3-SD-2R土 甕

図版106 S3-SD-2出 土甕
図版107 S3-SD-2出 土甕
図版108 S3-SD-2出 土甕
図版109 S3-SD-2出 土甕
図版HO S3-SD-2出 土甕

図版Hl S3-SD-2出 土甕

図版H2 N2-SD-1出 土甕

図版H3 N2-SD-1出 土甕

図版H4 N2-SD-1出 土甕

図版H5 N2-SD-1出 土甕

図版H6 N2-SD-1出 土甕

図版H7 N2-SD-1出 土甕

図版H8 N2-SD-1出 土甕

図版H9 N2-SD-1出 土甕

図版120 N2-SD-1出 土甕
図版121 Nl― SD-1出 土甕
図版122 N2-SD-2出 土甕

図版123 Nl区 出土甕
図版124 Nl区 出土甕
図版125 Nl区 出上甕
図版126 Nl区 出土甕
図版127 Nl区 出土甕
図版128 Nl区出土甕
図版129 Nl区出土甕
図版130 Nl― SD-1出 土甕
図版131 Nl― SD-1出 土甕
図版132 Nl― SD-1出 土甕
図版133 Nl― SD-1出 土甕
図版134 N2-SD-1出 土甕
図版135 N2-SD-1出 土甕
図版136 N2-SD-1出 土甕
図版137 N2-SD-1出 土甕
図版138 N2-SD-1出 土甕
図版139 N2-SD-1出 土甕
図版140 N2-SD-1出 土甕
図版141 E5区出土蓋
図版142 N2-SD-1出 土蓋
図版143 Nl― SD-1出 土蓋
図版144 Nl― SD-1出 土蓋
図版145 S3-SD-2出 土蓋
図版146 Nl― SD-1出 土蓋
図版147 第一調査区表土出土蓋
図版148 Nl― SD-1出 土蓋
図版149 Nl― SD-1出 土蓋
図版150 Nl― SD-1出 土蓋
図版151 S3-SD-2出 土蓋
図版152 S3-SD-1出 土蓋
図版153 S2-SD-2出 土底部
図版154 S3-SD-2出 土底部
図版155 S3-SD-1出 土底都
図版156 N2-SD-1出 土底部
図版157 Nl― SD-1出 土底部
図版158 Sl― SD-1出 土底部
図版159 83-SD-2出 土底部
図版160 S3-SD-1出 土底部
図版161 S3-SD-2出 土底部
図版162 Nl― SD-1出 土底部
図版163 Nl― SD-2出 土底部
図版164 N2-SD-1出 土底部
図版165 N2-SD-1出 土底部
図版166 N2-SD-1出 土底部
図版167 N2-SD-1出 土底部
図版168 N2-SD-1出 土底部
図版169 E4-SD-1出 土底部
図版170 対ヽ形土器
図版171 河ヽ形上器
図版172 土錘
図版173 紡錘車
図版174 だヽ形土器
図版175 上錘・円盤形土製品
図版 176 だヽ形土器
図版177 N2-SD-1出 土甕
図版178 N2-SD-1出 土甕
図版179 S2。 S3調査区出土石器
図版180 Sl― SD-1出 土石器



図版181 Sl― SD-1出 土石器
図版182 S3-SD-1出 土石器
図版183 S3-SD-2出 土石器
図版184 S3-SD-2出 土石器
図版185 S3-SD-2出 土石器
図版186 S3-SD-2出 土石器
図版187 S3-SD-2出 土石器
図版188 S3-SD-2出 土石器
図版189 S3-SD-2出 土石器
図版190 S3-SD-2出 土石器
図版191 S3-SD-2出 土石器
図版192 S3-SD-2出 土石器
図版193 Sl・ S3-SD-1出 土石器
図版194 Nl― SD-1出 土石器
図版195 Nl― SD-1出 土石器
図版196 Nl― SD-1出 土石器
図版197 Nl一 SD-1出 土石器
図版198 Nl― SD-2出 土石器
図版199 Nl― SD-2出 土石器
図版200 Nl― SD-2出 土石器
図版201 N2-SD-1出 土石器
図版202 N2-SD-1出 土石器
図版203 N2-SD-1
図版204 N4・ E調査区出土石器
図版205 N8-SD-1出 土壷
図版206 N8-SD-1出 土壺
図版207 N8-SD-1出 土甕
図版208 N8-SD-1出 土壺
図版209 N8-SD-1出 土壷
図版210 N8-SD-1出 土壷
図版21l N8-SD-1出 土壺
図版212 N8-SD-1出 土壺
図版213 N8-SD-1出 土壺
図版214 N8-SD-lR出 土壼

図版215 N8-SD-1出 土壺
図版216 N8-SD-1出 土壷
図版217 N8-SD-lR出 土壺

図版218 N8-SD-1出 土壺
図版219 N8-SD-1出 土壺
図版220 N8-SD-1出 土壷
図版221 N8-SD-1出 土壷
図版222 N8-SD-1出 土壺
図版223 N8-SD-1出 土壷
図版224 N8-SD-1出 土壺
図版225 N8-SD-1出 土壷
図版226 N8-SD-1出 土甕
図版227 N8-SD-lR出 土甕

図版228 N8-SD-1出 土甕
図版229 N8-SD-1出 土甕
図版230 N8-SD-1出 土甕
図版231 N8-SD-1出 土甕
図版232 N8-SD-1出 土甕
図版233 第一 。第二調査区出土甕
図版234 第一 。第二調査区出土甕
図版235 第二調査区出土甕
図版236 第二・第二調査区出土甕
図版237 第二調査区出土甕

図版238 N8-SD-2出 土甕
図版239 N8-SD-2出 土甕
図版240 第一調査区表土出土石器
図版241 N8-SD-2出 土石器
図版242 NloN2・ 第一調査区表土出土石器
図版243 第一調査区表土出土石器
図版244 N8。 N8-SD-2・ N9調査区出土石器
図版245 N8-SD-1・ N9調査区出土石器
図版246 N8-SD-2出 土石器
図版247 N8・ N8-SD-1出 土石器
図版248 第一調査区表土出土石器
図版249 N2調査区出土石器
図版250 第一調査区表土出土石器
図版251 N8-SD-1・ 2出土石器
図版252 N8-SD-1出 土石器
図版253 N8-SD-1出 土石器
図版254 第一調査区表土出土石器
図版255 N8-SD-1出 土石器
図版256 N8-SD-1出 土石器
図版257 N3調査区出土石器
図版258 第一調査区表土出土石器
図版259 N8-SD-1出 土石器
図版260 N8-SD-1出 土石器
図版261 N8-SD-1出 土石器
図版262 N8調査区出土石器
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第 I章 中ノ池遺跡の立地
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第 1図 丸亀西北部地形図
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遺跡は丸亀市金倉町道上に所在する。一帯

は丸亀市の郊外 とはいえ、まだまだ田園風景

が残されている。遺跡の北には堤高4.9m、

堤の長 さH00mの 平池があ り、東には堤高
6。 3m、 堤長928mの 先代池がある。しか し

1998年 10月 この平池の南側に香川県立陸上

競技場が建設され、あわせて丸亀市が周辺を

運動公園として整備することとなった。この

事業の進展に伴つて周辺の景観は大きく変化

していった。

遺跡の西約500mに 金倉川が流れてお り、

この川が旧那珂郡 と多度郡の郡境になる。遺

跡はこの金倉ナ||の川日からおよそ2.5kmほ ど

遡った東側に位置し、この川によって形成さ

れた沖積層が遺跡の基盤 となっている。

つぎに遺跡の基盤について、等高線を辿っ

てみると、遺跡は標高10mか ら15mの間にあ

り、15mの等高線は、平池の所で大きく膨ら

み、微高地が形成されていることがわかる。

ぷヽ塊
鶴
醍

〆
稼



事実、ため池は下流の水田に配水 しなければ

ならないために、受益水田よりは高い位置に

構築されるのが普通である。あわせて10mの

等高線も平池の延長線上がやはり北に膨らん

でいることからすると、平池から中ノ池遺跡

一帯、さらにその北にかけて微高地が形成さ

れていることが分ぬゝ る。

ちなみに水田の標高を計ってみると、平池

の池尻に近い三次調査の第 1調査区の990

1番地が 10。 94mか らH.19mの間にあり、第
二次調査の S調査区がH.7mで第二次、第二

次調査にかかる調査区では最も高い位置にあ

る。

遺跡の東側、先代池の西方では10,2mと な

り、遺跡一帯が最も高 く、僅かながら西、東

共に低 くなる。従つてこの微高地上に道上、

中ノ池の集落が形成され、隣接 して 3か寺も

寺院が建設されることとなった。
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第 3図 中ノ池遺跡調査区設定図
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第 I章 調査区の設定と調査の経過
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(S調査区)

地籍 。9921番地、              (第 一調査区)

標高・H.26m          地籍・990-1番地、

地籍・10101番地、                  標高 。10.94m

標高 。H.17m          発掘面積 。200だ

発掘面積・144.9�                   (幅 4m、 長さ50m)

(幅2.3m、 長さ63.Om)

(第二調査区〉

(N調査区)               地籍 。992-1番地、

地籍・ 1008番地、                   標高・ H。 26m

標高・ 10。 64m          発掘面積・48∬

地籍・ 1004番地、                   (幅 3m、 長さ16m)

標高・10.59m

地籍 。1003番地、              (第 二調査区〉

標高・ 10。 48m          地籍・993番地、

発掘面積 。161∬                   標高 。10。 44m

(幅2.3m、 長さ70m)      地籍・994-1番地、

標高 。10.20m

(E調査区〉                発掘面積・191∬

地籍 。1003番地、                   (幅 3m、 長さ64m)

標高・10。 48m

地籍・994-1番地、              【第二次の調査面積439∬】

標高 。10.20m

発掘面積・200.79�

(幅2.3m、 長さ87。 3m)
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査の経過

1 第二次調査発掘日誌抄
平成 9年

9月 24日 準備工・現地盤測量

掘削

26日  雨
29日 機械掘削、 S4区遺構掘削、
ピット検出

30日  機械掘削測量、 S3区 SD-2
人力掘削

10月 1日  S調査区入力掘削
2日 雨
3日  S2-SD-2掘 肖J

4日 水替工
5日 水替工

9日  SD-2壁 面調整、 S3-SD
-2遺物取り上げ、写真

10日 水替工
H日 水替工

17日 Nl― SD-1・ 2掘肖J
18日 水替工

区掘削

21日 Nl― SD-1・ 2掘肖J、 N2
-SD-1掘 削

25日  現地盤測量、 S、 N、 E区表±     25日  水替工

22日  N2-SD-1掘 削、多数の土

器が検出される

23日  N2-SD-1実 測、 Sl― S
D-1掘 削開始

24日  N2-SD-1遺 物取 り上げ、

Sl― SD-1掘 削

26日  水替工
27日  Sl― SD-1、 N3-SD一
1掘削

28日  N3-SD-1、 N2-SD―
1掘削終了、Sl― SD-1掘
ド

`J29日  Sl― SD-1、 N2-SD―
3掘肖J、 S4実測、写真、 S3
-SD-1、 2写真撮影

30日  Sl、 4区ピット検出、写真撮
影、N3、 4区掘削、 El区掘

4調査区掘削

5日  S2-SD-1完 掘、 El― S
D-1検 出、 Slピ ット実測

6日  Sl調 査区精査

D-1実 測
19日  E一 E調査区断面実測

21日 N調査区深掘り、 S―W区深掘
り

25日  E区深掘り、実測

6日  S3-SD-2人 力掘削           削

7日  S3-SD-2人 力掘削      H月 3日 水替工
8日  S3-SD-2掘 削終了 。清掃      4日  S2-SD-1溝 検出、 El―

13日  S3-SD-2下 層掘削、 S2     7日  El調 査区掘削
調査区掘削 10日  E4区 掘削

14日  Sl、 S2区掘削、 S3-SD     H tt N調 査区写真撮影、E4区掘削
-2写真 12日  E4-SD-1掘 削終了

15日  S3-SD-1・ 2掘削終了、     13日  E4、 5区掘削
Sl、  2勃顧下げ 14日  E5区 掘削、清掃、写真

16日 Nl区 掘削、 SD-1、 2検出     18日  E調査区写真、実測、El― S

20日  Nl― SD-1・ 2掘削、N2     20日  E― E区断面実測、写真
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26日  雨天体業                  区で溝N7-SD-1と N8-
27日  調査区細部点検               SD-1検 出

28日  調査区終了点検            14日  第一調査区溝掘削、第二調査区
12月 4日 撤 去                   溝掘削 (表土から70cm)

18日  第一調査区溝検出終了、第二調
査区溝N7-SD-1検 出終了

2 第 二 次 調 査 発 掘 日誌 抄       19日 雨天休業

平成10年 12月                  20日  第一調査区遺物包含層以下20
H日  丸亀市立ち会いでポイン トの       cmを 機械掘削、N5-SD-1
確認                   検出

14日  杭打ち測量                 第二調査区測量、第二調査区N
15日  杭打ち測量及び安全柵設置          8-SD-1表 土から lmま で

16日  第二調査区の盛 り上部分を機        掘削

械掘削                22日  第二調査区溝完掘、第二調査区
17日 第一、第二、第二調査区盛 り上        測量

部分を機械掘削            25日  雨天体業
18日  第一調査区、盛 り土除去、表±     26日  第二調査区人力掘削、第二調査
部分まで機械掘削              区測量

19日 第二調査区人力掘削に入る       27日  第一調査区掘削、第一調査区測
20日  第二調査区入力掘削             量

21日  第二調査区も人力掘削、第二調     28日  第一調査区黒色ベル ト層の検
査区N14区で礫床検出            出、第二調査区遺構面の掘下げ

24日  第三調査区N15区で溝検出、13        第二調査区断面図実測、第一調
区でピット検出               査区写真、測量、断面実測

25日  第二調査区の溝及びピッ トの    29日  第一調査区精査
検出               2月 1日 第一調査区測量、断面実測、第

二調査区断面実測、第二調査区

平成11年 二月                      掘削終了

5日 第一、第二調査区人力掘削、第     2日  第一、第三調査区断面図
三調査区遺構検出           3日  第一調査区平面図及び断面図終

6日 第二調査区遺構検出終了・写真        了

撮影                 4日  実測図等最終チェック (発掘終
7日 第一調査区人力掘削、すき床層        了)

以下20cmま で遺物包含層掘削      5日  調査区埋戻し復元作業
8日 第一調査区人力掘削          6日  調査区埋戻し復元作業完了
H日  第一調査区遺物包含層掘削
12日 第一調査区遺物包含層掘削
13日 第一調査区で溝検出、第二調査

16



第Ⅲ章 二次調査

S調査区

Sl― SD-1 S2-SD-2

S3-SD-2 S3-SD-1

第 5図  S調査区遺構検出状況

0     3m
崇

貯水施設 3基、溝・

S調査区

S調査区は、幅2.3m、 長さ63mを 20m間

隔で Sl区、 S2区、 S3区の各調査区を設
定 した。

その内32.5mま でを S―W区、36.5mか ら
67mま でを S― E区 とした。

調査は、表土約20cmは機械掘削を行い、以

下は入力掘削をおこなった。この調査によっ

て検出された遺構は以下の通 りである。

Sl区
ピットH基及び溝 l条、
Sl― SD-1

S2区
溝 。S2-SD-2

S3区
ピット11基

溝・ S3-SD-1
溝 。S3-SD-2

17



N調査区

Nl― SD-2N2-SD-l Nl Nl― SD-1

N3-SD-1 N2

第 6図  N調査区遺構検出状況

0     3m
崇

N調査区

N調査区は、幅2.3m、 長さ70mを調査区

としたが、45m地点から、15mの 区間は調査

区間から除外された。従って発掘区延長は50

mである。調査にあたっては、20m間隔でN
lからN4ま での調査区を、設定した。
調査は、表土約15cm程度を機械掘削し、以

下は人力によって掘 り進めた。検出された遺

構は以下のとお りである。

Nl区
配石遺構、

溝 2条

溝・Nl― SD-1
溝 。Nl― SD-2

N2区
溝 1条

ピットH個

溝・ N2-SD-1

N3区
溝 1条

溝 。N3-SD-1

各溝共に深さ1.5mま で掘下げ土層の観察、

及び遺物包合の状況を観察 したが、遺物は検

出されなかった。

18
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E調査区

El― SD-1

E4SD-1

6m

第 7図  E調査区遺構検出状況

E調査区

20m間隔で Elか らE5区 までの調査区
を設定した。

調査は表土約20cmま では機械掘削し、以下

は人力によって掘 りすすめたところ、 E3地
点から5区までの区間は、ほぼ全面にわたっ

て、粘上を採掘した痕跡があり、花闇土が入っ

ていた。ただしEl区 とE4区から溝がそれ
ぞれ 1条検出された。

El区

溝 1条

溝 。El― SD-1

幅3.5m、 深さ lm

E4区

溝 1条

E4-SD-1

幅1.5m、 深さ1.5m

El― SD-1及 びE4・ 5区については
約1.5mの深さまで掘削、土層の堆積状況及

び遺物の包合の有無について調査 したが、遺

物は殆ど検出されなかった。

∩
υ



Sl調査区
ノ
ぐ
ギ
ー

評

第 3図  Sl調 査区平・断面図

3m

土層序
① 表 土
② すき床層
③ 灰褐色
④ 地山 (黄褐色)

Slピット群
Sl調査区か らは表土から50cm程掘下げ
たところで地山に達 し、10m地点から、17m

地点にかけてピット10基、および溝 l条が検

出された。

検出されたピットは、第 1表のとおりで、

7は長径H5cm、 短径90cmの浅い凹みになっ

ているが、それ以外の 1から10ま でのピット

は、直径28cmから20cmま での比較的小さなも

ので、深さも6が28.3cm、 4が25cmを計るも

のの、その他のものはいずれも10cm未満に過

ぎない。ピット1から9、 10ま での間隔は 6

mほ どで、或いは住居用の柱穴の可能性もあ

るが、調査範囲が限られているために、確信

は持てない。

溝・ 11は 幅41cm、 長さ2.lmで深いところ

でもHcmで、中から河原石数個が検出されて
いるが、その性格は明らかでない。

時期的にはピット、溝共に弥生時代に位置

つけられるものと思われる。

Sl調査区か ら出土 した遺物総数は1036
点、その内石器及び剥片等 3点であった。

表 l Sl区 ピット計測表

番号 直径cm 深さcm

1 22× 8

2 20× 7

3 28×

4 27× 25,15

5 27×

6 28× 28.3

7 90× 115 10

8 21×

9 27.5×

10 23.5×

41× 210
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Sl調査区 (貯水槽)

0      1m

Sl 貯水槽
起点から6.5mの地点で南側の壁に接 して
「貯水槽」 2基が重なった状態で検出された。

(こ の種の貯水施設は地方ではノツボと呼ば

れているが、ここでは貯水槽 として紹介して

いきたい)2点 は中心がずれているところか
らすると、意識的に重ねたものではないこと

が分かる。下の貯水槽は、直径182cmで、地

山を掘 り窪めた状態で検出された。それに対

して上の貯水槽は直径104cmで底は凹レンズ

状に凹んでおり、砂混じりの粘質土を叩き締

めていた。縁には素焼のカメが僅かに残って

おり、側壁は大カメまたは井戸の枠を使用し

ていたと思われる。

第 9図  Sl調 査区「貯水槽」平・断面図

1調査区3号「貯水槽」実測図

21

貯水槽 3は 1、 2号のやや北寄 りに検出さ

れたもので、これも地山を凹レンズ状に掘 り

窪めて、底には砂混じりの粘上を叩き締めて

いた。縁は素焼きの上器を使用しており、対

称的に4ツ の取つ手が付けられていた。高さ

が僅か15cm程度 しか残されていなかったの

で、これも井戸枠を使用したものか或いは大

カメを転用 したものかは明らかでない。時期

は明確ではないが、昭和初期の頃に周辺で盛

んに設置されていたということであり、本例

もその頃のものと思われる。

第10図  S



溝 。Sl― SD-1

第11図 溝・sl― SD-1平 ,断面図

濤・Sl― SD-1は 、起点から15.8mと
23,lmの地点で検出された。幅は天幅で計測

すると、北側が7,4m、 南側力港.Omを計測す

る。溝の方位はN48度Wを示し、地山の標高

は10‐ 86m、 溝の最も深い所までは1.3mで―あ

る。側壁の1東側は 2、 3段とやや乱れている

がヽ西側は2段になっている。

溝内部の土目序は最下層が灰色砂質上で、

底部は基盤となる灰色砂質土に達.している。

上層は黒褐色土で多数の遺物を包合している

ものの、その下層の灰褐色砂質土からは遺物

は1比較的少なくなる。

地1山と呼んでいる基盤は、東側では黄褐色

土膚の次に灰色砂質土層く茶灰色砂質土とな

り、次が灰色砂質上、その下に礫層|がある。

ことから検出された遺物総数10,041点、そ

の内石器及び剥1片等507点である。

土層序
① 表 土
② すき1床層
③ 灰褐色
④ 地山 (糞褐會)
⑤ 灰色砂質土
⑥ 茶灰色砂質土
―② 灰色砂質上
◎ 礫 層
◎ 灰褐色砂質土
⑩ 黒褐色

22



溝・ S2-SD-2 ノ
ぐ
↑
―

li 5m 115m

o           3m

第12図 溝 。S2-SD-2平 。断面図

溝・ S2-SD-2は 、 S―W調査区の東
の端で検出されたもので北東隅に堅い粘土質

の段状のものが検出されており、これが溝の

東の端を意味するものかやや疑わしいものが

あるが、階段状の下の段 ということにして計

測すると、幅3.Omを越えており、底幅は1.8

mを計る。深さは地山から計測すると70cmに

達する。一部かつての試掘溝がかかつている。

方位はN45度Wを示す。

内部の上層序は上部に堅い灰褐色の上層が

あり、その下に黒褐色の遺物包含層、次に灰

茶褐色土層 となる。

底部は礫層で、この礫層は東に向か うに

従つて深 くなっている。基盤 となる地山は黄

褐色土層、灰色砂質上、茶灰色砂質土層と堆

積し、最下層は礫層となる。なおこの礫層は

S2-SD-2で は表土から1.lmで あるの

に対して、西に次第に深 くなって 2mに まで

達する。

出上 した遺物総数は833点で、その内石器

及び剥片等は63点である。

土層序
① 表 土

② すき床層
③ 灰褐色
④ 地山 (黄褐色)
⑤ 灰色砂質土
⑥ 茶灰色砂質土
⑦ 灰色砂質土
③ 礫 層
⑩ 黒掲色
① 茶灰褐色

つ
じ
９
色



5 溝 。S3-SD-1

0         3m.

第13図  1溝 やS3iSD-1平・断面図

濤心S3-SD-1は 、43,75mか ら、5争 3
聾の間に検出され、天幅1増ヒ側では、4,5m.、

市側で5m、 深さは地山から最も深いところ

を
―
計測するとlmとなる。ちなみに地―山の標

高↓.ま10.77mと なっている。

溝内部の■層序は最下層が灰色砂質上で、

その上に黒櫓色―上層があり、多数の1遺物を包―

蔵していたち

出上した遺物総数は3,180点で、その内石
｀

器及び剥片等は182点|である。

③
②
③
④
⑥
①

土層序
表 土
すき床層
灰褐色
地山 (糞掲色)
灰色砂質上
黒褐色

〃

紫

′
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溝・ S3-SD-2

CXI二三m l15m

②

ノ

孫

′

第14図 溝・S3-SD-2平 ・断面図

溝 。S3-SD-2は 、37.651nか ら45。 7

mに検出され、天幅は北側で8.05m、 南側で

は9.6m深 さは、最も深いところで地山から

1.lmを計測する。

溝の主軸の方位はN50度Wを示す。

溝内部の土層序は、最上部は灰褐色の堅い

粘質上が覆い、その下に茶灰褐色土層が認め

られた。この茶灰褐色土層の下は溝の東寄 り

では黒褐色土層 となるものの、西寄 りでは灰

色砂質土 と、灰褐色砂質上が二層になってい

る。

このことからすると、 7・ 5の上層が溝を

埋めた後、新たな溝が形成され、 10・ Hの上

層の堆積があったものと思われる。側壁は両

側共に二段になっており、底は東側がやや深

くなっている。

出土 した遺物総数は7,851点 に達 し、その

内石器及び剥片等は649点である。

土層序
① 表 土
② すき床層
③ 灰褐色
④ 地山 (黄褐色)
⑤ 灰色砂質土
⑦ 灰色砂質上
⑩ 黒褐色
① 茶灰褐色

25



S3調査区

H5m
①

②

0             3m

第15図 S3調 査区平・断面図

S3調査区からは、地山にピット17基と、
溝状の落ち込みが検出された。この溝状の凹

みは深いところでも10cmに満たない程でそ

のありかたからすると、何らかの目的で構築

された遺構 とは考えられない。

ピットは8が直径73.5cmで深さも30cmを

計測しているが、1の ように直径66cm× 44cm、

4の直径55.5cmや、 2、 3の ようにやや大

形のピットでも深さはいずれも10cmに満た

ない浅いものである。それに対して直径20cm

に満たない小形のピット9、 10、 H、 12、 13、

14、 15、 16、 などは深さが20cm以上のものは

なく、僅か17が35cmを計測する。

ピットの分布状況やその大きさ、深さなど

から、現状ではその性格は明らかでない。

上層序は表上でH,26m、 地山の面は10.76

mである。

11.5m

土層序
① 表 上

② すき床層
③ 灰褐色
④ 地山 (黄褐色)

表 2 S3区 ピット計測表

番号 直径cm 深さcm

l 69× 44

38× 22

43× 6

4 55.5×

21× 17 20

6 35X ９

，

39× 38 20

8 73.5× 30

9 0×

0 5,5×

1 3.5× 18

9× 3
Ｏ
Ｊ 20×

4 14× 6

16×

16× 6

22×
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Nl調査区配石遺構

N調査区配石遺構

N調査区の起点から12m地点で、地山に接

して検出されている。

配石は30cm程の砂岩 5個をほぼ円形に配

しており、その中央に小石に混じって土器片

が検出されている。

図17は、土釜の支脚である。器面はヘラ磨

きされており、薄 くススが付着している。

図18は摺鉢で、日径 15。 8cmで口縁部は内傾

する。内面に 3か ら4本を単位 とする刻み目

が入っている。焼成は比較的堅めの素焼質で、

器面には指頭を押し付けた調整痕がみられる。

なお周辺からはピットは言うまでもなく、

生活の痕跡も認められないので、性格につい

ては明らかでない。

会)?

@

A___<ュ
_____一

― ⊂ a虻 と _

0          1m

第16図 Nl調 査区配石遺構

一

一 一

一

タ
ノ

ォ孝 》併/

Ａ

十

第17図 上金支脚実測図

0     5 cm

―

第18図 摺鉢実測図
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溝・ Nl― SD-1

0           3m

第19図 溝・Nl― SD-1

溝・ Nl― SD-1
溝・Nl― SD-1は 、北東側6.5mか ら10
mの間に検出されている。天場で計測すると

北東側で3.5m、 南西側は3mを計測 し、方
位はN80度 Eを示す。

深さは、最も深い所で、表土から75cmに達

する。内部の土質は、下層に厚さ10cm程の黒

褐色の土層がほぼ水平に入っており、その上

に暗褐色の土層が厚 く覆っている。

遺物の殆どは、この暗褐色の土層に包合さ

れていた。

両側壁共に顕著な段は認められず、全体に

凹レンズ状を呈 している。

基盤 となる地山は上層に黄褐色の上層があ

り、次に灰色砂質土、茶灰色砂質土、鉄分を

含む砂質土 と堆積し、溝底あたりの深さから

灰色粘質土層になる。

出上 した遺物の総数は4,498点、その内石

器及び剥片等は226点である。

土層序

① 表 土
② すき床層
③ 灰褐色
⑤ 灰色砂質土
① 灰色砂質土
③ 灰褐色砂質土
⑩ 黒褐色
⑬ 茶灰色粘質土
⑭ 礫を含む灰質土
⑮ 鉄分を含む茶褐色
⑩ 鉄分を含雹灰砂質
⑩ 花南岩
② 暗褐色上
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清 `Nl― SD-2

第20図 溝‐Nl― SD-2

溝・ Nl― SD-2
溝 。Nl一 SD-2は 、北東側14mか ら
16.45m地点に検出さ孝軟 幅2.45mを計る。

深さは最も深いところで、地1山から60cmを計

測する。溝は両側
―
壁共にレンズ状の凹みを

もつている。

溝内部の上層
.Tま

、上層が黒褐色、下層は茶

灰褐色を呈する。

出土遺物総羅 ,■6点くその内石1器激び剥

片等147点―に達する。

1理
＼

土層序

① 表 土
② すき床層
③ 灰褐色
③ 灰色砂質上
⑬ 黒褐e
① 茶灰褐色
⑬ 茶灰色粘質土
⑮ 鉄分を含む茶掲色
⑮ 鉄分を含む灰砂質
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溝・ N2-SD-1

第21図 溝・N2-SD-1

溝 。N2-SD-1は 、北東側の19。 4m地

点か ら24.9m地点に位置 し、幅は北東側で

5.5m、 南西側 5。 7m、 深さは最も深い所で、

地山から80cIIIを 計測する。溝の方位はN75度

Eを示す。底は2段になっており、中央部で

計測すると上の段が4.35m、 下の段が1.35m

で20cm程深 くなっている。

溝内部の埋上の状況は、上層に黒褐色土層、

その下に厚 く灰褐色砂質上が堆積 している。

大部分の上器は、この灰褐色砂質土層から検

出されている。

溝の底にピットが 2基検出されているが、

土質の関係でピット状の凹みになったものと

考えている。

基盤の地山は、黄褐色土層の間に灰色砂質

土、茶灰色砂質土、茶灰褐色土層が帯状に入

り、その下が灰色粘質土層となる。

溝の底はこの層に達 している。

1麒

土層序

① 表 土
② すき床層
③ 灰褐色
④ 地山 (黄褐色)
⑤ 灰色砂質土
⑥ 茶灰色砂質土
⑦ 灰色砂質上
① 礫 層
③ 灰掲色砂質土
⑩ 黒褐色
① 茶灰褐色
⑫ 灰色粘質土
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溝・ N3 一 SD-1

も ③

第22図 溝・N3-SD― ]

溝・N3-SD-1、 40m地点から次第に
深くなり深い所で地山から75.clxlに 1達する。側

壁の断面をみると、階段状の掘り方がみられ

るが、ごみ捨て場として掘削されていたとこ

ろである。

溝の幅は北側の掘削が出来―なかつたので、

明らかでないが、.状況からすると、相当幅の

広い溝であつたものと思われる。

3m

上層序
① 表―上
② すき床層
③ 灰褐色
④ 地山 (黄褐色)
◎ 礫 層
① 黒褐色
⑬ 茶灰色粘質土
⑫ 黄灰色1粘質土
⑩ 茶褐色粘質土
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N2調査区

0           3m

第23図  N2調 査区平・断面図
N2調査区
起点から26mか ら37mの間にピット群が

形成されている。

ピットは18基が検出されている。そのうち

H、 12、 13、 14は掘りかたが不整形で、遺構

というより、後世の攪乱の跡と思われる。ま

た10も 中から比較的新しい「ゴミ」が出土し

ているので、これも弥生時代の遺構とは思え

ない。

あわせて 1、 2の ピットに接続する形の溝

も攪乱痕である。

ピットは2タイプがあり、 1は 13、 16、 17

で、いずれも方形のプランをもつ。深さも16

が20cm、 17が30cm、 13が15cmあ り、ピット

としては比較的しっかりした掘り方をしてい

る。或いは弥生時代の遺構の可能性はあるが、

16と 17の ピットのセンター の間隔は1.lm、

16と 13の間隔が1.6mで今一つ建造物のピッ

トとしては早計であるかも知れない。

円形のピットは9基が検出されているが、

その配列状態からは、住居跡などを復元する

ことは困難である。

なお Sl、 S2、 S3の石の並びはかつて
のブドウ畑の際の支柱の基礎である。

また31m地点に調査区を横断する溝が検

出されているが、かつての畔の痕跡である。

表 3 N2区 ピット計測表

①

②

③

④

土層序

表 土

すき床層

灰褐色

地山 (黄褐色)

番号 直径cⅢ 深さcm

1
×９

，
９
色

26× 刀
■

17× 20

4 30× 35

20×
９

色

16× 16

14×
９

色

8 18×
，
Ｖ

20× 19

0 103× 40

l 35×

2 18× 8

3 40× 15

4 50× 60 16

5 37× 32 20

6 10× 30

7 30× 28 30

8 13X

９
一
つ
じ



E調査区

清・ El― SD-1

110m

0           3m

110m

土層序

① 表 土
② すき床層
③ 灰褐色
④ 地山 (黄褐色)
⑥ 茶灰色砂質土
③ 灰褐色砂質土
① 黒褐色
① 茶灰褐色
⑫ 灰色粘質土

第24図 溝。El― SD-1平・断面図

起点から20m地点、 Elを中心にして溝 .
El― SD-1が 所在する。幅は北側で6.7
m、 に対して南側は5mで、北に向かってや
や広がっている。深さは最も深い所で、地山

から40cmを計 り、溝の底もほぼ平坦になって

いるが、底幅も南側は2.7mに対して北側で

は5.5mと やや広 くなっている。

溝内部に堆積する土砂は茶灰褐色の粘質土

で、包含する遺物は極端に少ない。また溝の

底に黒褐色の上層が形成されていないことか

らすると、この溝は常に水が流れたり、滞水

するような状態ではなかったことを物語つて

いる。

溝の基盤 となる黄褐色の土層は、上の層が

50cm程の厚さがあり、その下に灰色粘質土、

灰褐色粘質土、茶灰色粘質土等、灰色を基調

ベル ト状の上層が重なり、地山から1.5m程

で灰色粘質土となる。この上層には一部黒褐

色土層も混じつて地下水が湧き出ている。

つ
じ
つ
じ



溝・ E4-SD-1

3+10

第25図 溝・写4-SD-1平・断面図

溝E4-SD-1は E調査区のE区の最西
端に検出されたもので、しかも調査区の関係

で部分的なものしか検出されてし―】ない。現状

は南側で1・ 4m、 に1対して南側は0.75mと傑

くなっている。

深さは現地表面から1.5mを計り、ちなみ

に標高は8.65mである。

底1部はV字状に山んでいることが注目され

る。1上層序は表土には約30cmにわたって1花筒

土を敷き詰めてあり、その下に旧耕作土が残

されており僅かに旧状を止め|ている。  
′

地山の表面には灰白色粘質上が薄く覆い、

その下に灰色粘質上、次に黒褐色土層カユレン

ズ状に入る。この層が遺物包含層となる。

最下唐は黄灰色粘質上が入つている、従っ

てこの段階では地下水の浸透性は少ない。

/3+15

①
⑩

⑫

⑦

⑪
④

土層序

表 土

黒褐魯
灰色粘質土

黄灰色粘質土

花闘岩

灰自色粘質土
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10.5m

第26図  E4区遺構平・断面図

第27図  F5区遺構平 ,断面図

E4調査区は旧表土上に花南上が敷きつめ

られており、濤 'E4-SD-1の周辺だけ
は旧状|を上めているが、E3地点を起点とし
て4靱から10躁の間は地山が掘下げられて

いる。また.E4地 1点|では、厚く花筒上が敷き

詰められており、その下に茶灰褐色土層、黒

褐色土層があり、粘上の採掘の1痕跡が窪みに

なっている。

/4+10

土層序
① 表 上

④ lt山 (黄掲色)
⑤ 反色砂質土
⑮ 黒掲色
①
―
茶灰褐色

⑫ 灰色粘質土
〇 茶灰色粘質土
⑦ 黄灰色粘質土
③ 茶掲色粘質土
⑬ 花南岩
④ 灰白色粘質土
⑫ 暗褐色土

―

 
―



E5・ 6調査区

第28図  E5。 6区遺構平・断面図

第20図  E6区遺構平 `断面図

E5調査区は耕作土が上層にあり、その下

に花筒上が厚く敷き詰められている。地山は

不整形に掘り窪められており、深いところで

は1.5mに達している。

土層序
① 表 土
④ ―地山 (黄褐色)
⑤ 灰e砂買上
⑩l―黒褐色

⑪ 茶灰褐色
⑫ 灰色粘質土
⑬ 茶灰色粘質上
① 黄灰色粘質土
⑬ 茶褐色粘質土
④ 花蘭岩
④ 灰白色粘質上
② 暗褐色土
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第Ⅳ章 三次調査

12.Om

心 ④

第30図 第一調査区平・断面図 (1)
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l

12.Om 120m

第31図 第一調査区平i断面図 Q)
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土層序

① 表 上
② すき床層
③ 灰褐色
④ 地山 (黄褐色)
⑥ 茶灰色砂質上
③ 灰褐色砂質土
⑩ 黒褐色
① 茶灰褐色
⑫ 灰色粘質上
① 茶灰色粘質土
⑦ 黄灰色粘質土
① 茶褐色粘質土
⑩ 黄白色粘質土
⑩ 花南岩
② 暗褐色上
⑬ 灰褐色粘質土

第一調査区

990-1番地にN2駆莉VEの方位に幅 5m、

長さ50mの調査区を設定した。

調査当時の土地の状況は駐車場 として利用

されていた。また駐車場 として造成するため

に、かつての水田におよそ60cm程の盛 り上が

なされていた。

従つて表土か ら約80cmま では重機を使用

した。

旧表上の標高はH.Omで、基点Om地点の

地山の標高は10.63m、 起点から50mの調査

区の北西端では10.61mで両端での地山の標

高はほぼ同じ高さを示している。最も深い地

点は、溝 SD-1あ たりで、9。 92mを計 り、
比高は70cmに達する。この地山に2条の溝が

刻まれている。溝 。SD-1は 起点から12.5
mと 20mの間に位置し、主軸での方位はN00

度東にある。天場の計測幅は、西側7.5m、

東側 6。 7m、 深 さは最 も深い地点でおよそ

90cmに達する。清・ SD-2は 調査区の北西
隅から主軸をN6度西を示し、約10mが検出
されている。

幅は北西部は1.5m、 南東部では60cmと 狭

くなっている。深さは16cmか ら10cm程で、比

較的浅い。

さて壁面の断面上層序を観察すると、27m

地点では、標高 H。 10mか らH.50mにかけて

弥生時代の遺物包含層②があり、包含層の下

の上層は、10m地点から40m地点にかけて凹

む地山を覆つている。このことからすると、

弥生時代より以前に存在した凹みが一旦埋没

し、弥生時代の包含層が形成され、次に弥生

時代中期以後 10mか ら25m地点に深い溝が

形成される。

ただし溝・ SD-2は 弥生時代に形成され
た可能性がある。
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第32図 木組み遺構平・断面図

0         30cm

一第33図 木組みに用いられた木柱

木組み遺構

第一調査区の南東部隅で検出されたもので

地山を切 りこんで構築されている。

木組み遺構は、長さ1.8mに 10cmの角柱を

横に据え、それに添 うように板を矢板状に打

ち込んでいる。角柱は第33図 に見るようにほ

ぼ中央部にホゾ穴があり、先端部をホゾ穴に

直交する形に切 り込んで板状に加工し、反対

側は斜めに切 りこんでいる。何かに使用して

いたものを転用したものであろうが、ホゾや

先端部の加工の状況から、溜め池のユル材の

ようなものではなかったかと思われる。表面

調整は凸凹が無 く、丁寧であることからする

と、ノコによって加工された形跡がある。

角柱から矢板めで20cm程間隔があるが、本

来はもう少し角柱に添うように打ち込まれて

いたものが、土圧等の影響で張 り出したもの

である。矢板 と角柱の間には拳大からやや大

き目の自然石が散乱 していた。特に石組みや

配石がなされたと言うより、あたかも散乱 と

いう表現が最も適切であるかのような状況で

あった。

自然石は矢板の裏込めに用いられているが、

これも粘土状の上に混在しているといつた状

況であつた。

矢板は厚さ1.5cm、 幅20cm、 長さ60cm程度

のものを用いている。この板もノコによって

加工されたものであった。

さてこの矢板列は長さ1.8m程で、しかも

一列しか検出されていない。調査区の関係で

全容を把握することは不可能であった。

従つてその性格や、目的等はつかみ難い。

地山面よりやや低いことからすると、水田

に伴うものとは考えられない。下肥などの貯

留施設か、或いは水の取 り入れ日の可能性も

ある。時期的には近現代のものと思われる。

①

②

④

土層序

表 土

すき床層

地山 (黄褐色)

片れ
“紳
牌
鮒
岬
軸
―‐―――
＃
一
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0           3m

第34図 第二調査区平・断面図
土層序

① 表 土

② すき床層
―

③ 灰褐色
⑥ 茶灰色砂質土
③ 礫 層
⑩ 黒掲色
⑫ 灰色粘質上
⑬ 茶灰色粘質土
OI 黄灰色粘質土
⑬ 茶褐色粘質土
⑩
― 黄白色粘買土
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第二調査区

第二調査区は992-1番地に63∬
・を発掘した。

調査区の設定は、南側にN7、 N8、 N9の
ポイントを設定 し、N7と N8の間隔は 8m、
N8と N9の間隔は8mと した。掘削した面
積は48だ であった。

検出された遺構は溝 2条で以後溝 。N8-
SD-1と 、溝 。N8-SD-2と した。

溝・ N8-SD-1
調査区の中央部N8ポイントからN9ポイ
ントにかけて検出されたもので、幅は天幅で

は西側が階段状に広がっているために約 6m
に達するが、底幅は2m程度である。
溝底で計測した方位はN65度 Eを示す。

溝の深さは東側では底9.496mに 対 して、

壁面の天場は10。 215mで 0。 72m深 く、西側で

は底9。 47mに 対 して10.56mと なり、約 lm

程高 くなっている。

溝 。N8-SD-2
N8-SD-2は 南東の隅に検出されたも

ので、北東の壁は検出されているが、片方は

調査区の壁に阻まれて確認出来なかった。

北東の壁の方位はN58度 Eを示す。底の高

さは9.645m、 壁の天場は10.6mで、地山か

らの深さは96cmと なる。

南の壁面で実測した断面を観察すると、地

山までの上層序は図34の通 りで、表土、すき

床層 (あ まり明確でない乱れた状況)堅い灰

色粘質土、灰茶色粘質土 (遺物は極めて少な

い)茶褐色粘質上、(遺物は少なく、摩滅 した

破片)、 黄褐色粘質土 (遺物は少ない)、 地山

となる。

地山については、北側 N8、 N7の中央部
に37cm程の島状の高まりがあり、地山の粘質

土を掘 り下げた際の取 り残しとみられる。

地山から上の上層序の状況からすると、お

そらく相当古い時期に地下げかまたは粘上の

採掘が行われたものと思われる。

主たる遺物の出土は地山面から下位の溝か

らのものであった。
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第二調査区

(1)

節
革

３

　
調

ｉ
第
　一稚

110m

3m

第35図 第二調査区平・断面図 (1)

第二調査区

993番地 と9941番地に調査区を設定した。

調査面積は191∬ で、N10か ら15番までのポ

イントを設定した。

検出された遺構は表 4の とおりで、溝 SD
lからS D12ま での12条、ピット01ね らゝ61ま

での61基である。

S D01は幅2.5m、 深さ70cmであるが、一

旦発掘された後に埋め戻したもので、中には

花南上が入っていた。方位はE26度 Sを示す。

次に S D03は溝の底から弥生土器が検出

されているところからすると、弥生時代の溝

といえよう。ただしS D03に直交する形の S

D02は、深さ 7 cmで、他の溝 と同じように後

世の耕作によるものと思われる。

土層序
① 表 土
③ 灰褐色
④ 地山 (黄褐色)

S D05か ら S D12ま での溝はいずれ も浅

く (表 5)方位もおよそN60度 E方向にある

ところからしても、後世の耕作によるもので

ある。

ピットは61基が検出されている、その大半

はポイント12か ら13に集中している。

Pl、 P4、 P8、 P16の ような橋円形 と

か長方形のような不整形なものも若干みられ

るが、殆どが円形で、深さも20cmに満たない

ものが多いが、時期的には殆ど弥生時代のも

のと思われる。

ポイント13から15、 14にかけては地山に凹

凸が認められ、地下げによるものと思われる。

０
じ
刀
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第二調査区 (2)
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110m

第36図 第二調査区平・断面図 (2)

表4 第二調査区ピット計測表

番号 直径 cm 深さcm

26 10.5

23× 21

28 14.5 5

９

一 8.5 4

30

15× 13 6

15,1× 9

15× 14

34 28

5

25× 21

37 67× 42

38 44× 15.5

39

40 20× 18

22.5

42 128× 68
刀
， 40× 28

44 17× 14.5 H.3
力
仕 41× 21 11

刀
■ 69× 44 18.5
力
仕 20

48 H× 0.5 8

49

50 25× 8

①

③

④

土層序

表 土
灰褐色

地山 (黄褐色)番号 直径cm 深さcll

〕 116× 42
９

色

4 130× 40 18,5

26× 23

6 4

7 8

8 106× 18

9 34X18 8,5

0 14.5× 13

1

９

色 9
９

一 45× 18

12.5× 10

14.5

26

H7× 57 5.5

20 19

8 10.5 5

9 9 9

14× 5.5

10

14.5× 13 9

24 15× 12.5

112× 70

番号 直径 cIB 深さcm

12.5× 11 6

66× 28

24× 17.5 5

43× 33

14.5× 12

53× 49 2.5

102× 35

58 22× 14 3.55

59 30 20

60 18× 17

106× 30 6
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第二調査区 (3)

第37図 第二調査区平・断面図 (3)

表 5 第二調査区溝計測表 土層序

① 表 土
② すき床層
③ 灰褐色
④ 地山 (黄褐色)
⑦ 灰色砂質土
③ 礫 層
◎ 灰褐色砂質土
⑩ 黒褐色
⑫ 灰色粘質土
⑬ 茶灰色粘質土
⑦ 黄灰色粘質土
⑬ 茶掲色粘質土
⑩ 花南岩
⑪ 灰自色粘質土

番号 直径cm 深さcm

SD-1 250 70

2 7

3 40

4 50 30

5 50 30

6 45

7 70

8 60 9

10 60

70 7

12
食
υ
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第V章 遺 物

■土器分類基準

出土品の整理・分類は、以下のような手順

で実施した。

1 水洗
2 分類……分類表に従つて素分類を行った。
総 数/出土品の総数
土器片/壺、甕、底以外の土器片
口縁部/壺、甕の区分はしないで一括し

ている。

底 部/壺、甕を問わず、底部のすべて
体 部/土器の体部で施文があるもの、

または器形の復元が可能なもの

その他/蓋形土器、紡錘車等壺、甕以外
の器形または不明なもの

石 調/剥片で調整痕のあるもの
石 器/石器またはその一部
その他/礫、凹石等

以上の分類は第一次段階の素分類で、次の

段階の分類、整理でこの数値は変化すること

もある。この段階ではどの程度の出土品が

あつたかその傾向を知るための資料である。

(甕形土器口縁部形態による細分〉

比較的その特徴がつかみやすい甕形土器の

口縁部、および施文によって細分をおこなった。

口縁部の形態を8タ イプ (Aか らG、 その

他)に分類し、さらに施文の状態によって 3

タイプ (1か ら3)に細分した。
1・ 無文

2・ 5条までの沈線または、東J突文等の

あるもの

3・ 6条以上の沈線または、刺突文等の

あるもの

(底部の細分〉

土器底部についての細分は、底の保存状態

によって 3タイプ (A・ B・ C)に分類 した。
A・ ほぼ全形を保っているもの

B・ 2分の 1程度のもの

C・ 4分の 1程度のもの

次に平底か上げ底 といった底の状態によっ

て 3タイプに分類 した。

1・ 平底

2・ 上げ底

3・ 穿孔のあるもの

次に直径によって 4タ イプに細分 した。

1・ 直径 5 cmま でのもの

2・ 直径 10cmま でのもの

3・ 直径 15cmま でのもの

4・ 直径 15cm以上のもの

壺形土器については、出来るだけ実測し、

実測が不可能なものについては、断面を表示

している。

一一――甕形土器口縁部分類基準――――

ビ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

臣

Ｆ

Γ

A 口縁端部が くの字に軽 く外反する

B 口縁端部が逆 L字形に外反する

C 呆攣で話伊筵冒琶昆雪
の凸帯が上部

口縁端部に断面長方形の貼 り付け凸

帯が巡らされる

口縁端部に断面三角形の貼 り付け凸

帯が巡らされる

口縁端部からやや下位に断面三角形

の凸帯が貝占り巡らされる

口縁端部が丸味を帯びるように折 り

込まれる
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第二次調査出土遺物





S3

第38図  Sl・ S2調査区出土上器

0     5    10(�

表6 Sl・ S2調査区出土遺物分類表
調査区 総 数 上器片 日縁部 底部 その他 石調 石器 その他

９

，

９

， 88
Ｏ
Ｏ 4 1 144

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

I
９
色 3 l 2 3 1 2 3 2 つ

０ 1
９
働 3 1

９
色

つ
０ l

９
角 3 1 2 3

34 7 l 1 I 6
９

， I 1
食
υ

41 I 10 1 8 3 1

食
υ

0。 63 0.02 0。 15 0,02 0.12 0,05 0,02
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0           10cm

第39図  Sl・ S2調査区出土土器底部

S調査区出土土器

1 溝 。Sl・ S2出土土器
Sl・ S2区の表土及び第 2層からは、総数

2,751点の土器片が出土 している、その内容

は表 6の通 りである。

その殆どが細片であるが、 S7の ような壺

形土器も見られる。 S7は頸部に断面が三角
形で刻み目の施された凸帯が巡らされ、肩の

ところに6条の沈線が施文される。日縁部は

頸部から次第に外反し、縁部はほば水平に近

くなる。それに対して S9は筒形の頸部から、

緩やかに外反する長頸壺の様相を呈する。

S10、 SHな どは S7に近い形態であるが、

S12になると、頸部から軽 く外反する。従つ

てここでは壺形土器は S7、 S9、 S12の 3

タイプを見ることができる。

甕形土器は、表 6の ように、総数65点であ

るが、 Sl、 S2の ように口縁部が く字形に

軽 く外反するタイプが全体の 6割を占めてお

り、なかでも無文のものが34点 に対して、 S

4、 S6の ように 5条以内の沈線が施される

表 7 Sl,S2調 査区出土遺物分類表

■底部分類表

ものが 7点 と数少なく、無文が大きな比重を

占めている。次に口縁部に逆三角形の貼 り付

け凸帯が巡らされた Eタイプ、次いで口縁部

からやや低 く断面三角形の凸帯が貼 り巡らさ

れた Fタイプが 2、 3点見られるに過ぎない。

土器底部

表 7の分類表に見られるように、総数73点

に対して、67点が残存率25%以下で、この調

査区の表土、第 2層の土器の出土状態の悪さ

を物語っている。

ただしS13、 14に は底部にモミの圧痕が見

られる。

A B C

l 2 つ
０ l

９
色 3 1 2 3

1121314 1121314 l 2 3 4 1 2 つ０ 4 1 ９色 3 4 l
９
↑ 314 1121314 l121314 1 ９色 3 4

1 3 l 1 61501813
l 5

0.01
∩
υ 0,92
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第40図 溝 。Sl― SD-1出 土土器
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第41図 溝 。Sl― SD-1出 上壺形上器

0           10cm
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第42図 溝 。Sl― SD-1出 土甕形上器
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2 溝 。Sl― SD-1出 土土器
出上した遺物総数は10,041点 に達する (表

8)。 壺形土器は、 S43、 S31の ように比較

的幅広い頸部をもち、軽 くかつ短 く外反する

口頸部が特徴。 S43は頸部に削り出し技法に

よる凸帯をもつ、それに対して、 S31は削り

出し凸帯の両端に沈線を入れている。同じよ

うに短 くかつ軽 く外反する口頸部を持つ S

17、 S18、 S26、 S29の ようなタイプについ

ても、頸部に僅かな凸帯が巡ったり、沈線文

が施文さヤ化ることがある。

S41は、口縁部の広が りに対して頸部が細

く、かつ筒形になるタイプで、顎部には沈線

文が比較的多 く施される。

S42も このタイプで、日縁の端部は水平状

になるまでに広がる。それに対して、 S391ま

口縁の端部がやや広 くなり、沈線文が施され

る。頸部の施文は削 り出し凸帯が多条化する。

S33は、口縁部が欠けているが、小形壷で、

胴部はあまり膨らまず、球形を呈する。頸部

は筒状になり、口縁部が軽 く外反する模様で

ある。おそらく短いものと思われる。

甕形土器は、表 8の ように、291点 を分類

した、最も多いのが口縁部が軽 く外反するA
タイプで、全体の52%を 占めている。

そのAタ イプの中では無文が150点 の内半

数以上の89点、次に沈線文 5条以内が53点、

5条以上は8点 と極端に少なくなる。

S44は、口縁端部が軽 く外反するタイプで

表8 溝 。Sl― SD-1出 上遺物分類表

Aタ イプに区分 しているが、口縁部の直下に

刻み目を施 した凸帯が巡らされる、比較的高

い凸帯が特徴的である。文様は沈線文が 6条

巡っている。 S55、 S56は Bタ イプで、全体

の10%に過ぎないが、このタイプには無文よ

り、むしろ沈線が 5条内外施されるものが多

い。 Cタ イプは、口縁部に断面三角形の凸帯

が施されるもので、その凸帯は上縁が水平に

なる。全体の15%程度の45点が数えられてい

る。やはり45点のうち29点が無文で、割合か

らすると無文の比率が高い。

同じように口縁部が凸帯の逆三角形で、端

部が斜めに下がるもの、まさしく逆三角形の

もので Eタ イプが34点 で全体の12%を 占め

る。その内 S67、 S68は櫛目文が施されてい

る。

S69か ら S73ま では口縁部端部は直立 し

やや下がつたところに凸帯が巡らされる。

その凸帯には刻み目を入れたものが多 く見

られる。 Fタ イプで、このタイプの数は少な

いが、無文土器より沈線文が 5条以上施され

るものの割合が高い。しかし何れにしろ全体

の4%程度に過ぎない。

調査区 総数 土器片 口縁部 底部 その他 石調 石器 その他

10,041 8,132 ∩
υ

∩
υ 26 20 461

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

l
９
色

つ
０ 1

９
一

つ
０ l 2 つ

０ l
９
色 3 I

９
角 3 1 2 3 l 2 3 1 2 つ

０

8 9 29 1 1 5 1 5 7 4 291

150 28
力
仕 34

0.52 0。 10 0.15 0.06 0。 12 0,04 0
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底 部

275点が計測されている。その内250/0程度

の残存率のものが全体の63%を 占めており、

底部 といえどもよく破損している。

その内底部に穿孔があるものは7点である

が、すべて直径10cm以 内のもので、焼成後の

穿孔である。 S88、 S89、 S90等は底が大き

くかつ横に広がつているタイプで、おそらく

壺形土器の底部 と思われる。

表9 溝 。Sl― SD-1出 土上器底部分類表
A B C

1
９
色

つ
０ l

９
色 3 1 2 3

1 21314 ９
争 3 4 l

９
色 3 4 1 21314 l121314 1 2 3 4

９
働 3 4 l 2 3 4 1

９
色
つ
０ 4

4 1

９

色 l 6 2 2
９

一 81
ｎ
υ 0.29 0.63

Ｏ
υ
医
υ
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第44図 溝 。S2-SD-2出 土土器

表10 溝 。S2-SD-2出 土遺物分類表
調査区 総数 土器片 日縁 部 底 郡 その他 石 調 石 器 その他

Ｏ
υ
つ
０
０
０ 622 48 3 1 59

■甕形上器分類表

A B C D E F G 他

1
９
白 3 1

９
色 3 1 2 つ

０ 1
９
， 3 l 2 つ

０ l
９
“ 3 1

９
色

Ｏ
υ l

９
色 3

9 10 I

つ
０

19 4 23

0.83 0.17
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第45図 溝 。S2-SD-2出 土土器底部

3 溝 。S2-SD-2区 出土土器
出土総数833点、石器等63点、壺形土器は、

S98の ように胴に中央部が大きく張 り出す

形が注目される。頸部から上位が欠けている

のは残念であるが、口縁部は S92か らS97ま

でにみられるように、やや締まった頸部から

漏斗状に広がる形になると思われる。

それに対して S91の ように、やや太い頸部

から軽 く外反する日縁をもつものがある。

頸部には削り出し凸帯を挟んで数条の沈線

文が施される。

S100は大形壺の胴部で、胴部の直径 は

35cm前後になる。肩に3条 と胴部に4条の凸

帯が巡らされ、その凸帯には押圧が施される。

凸帯以外の施文はなく、器壁は土器の大きさ

に比較して薄い。器面の調整は丁寧で、細い

ハケロ調整がなされている。

甕形土器

計測、観察可能な土器は総数23点に過ぎな

い。その内Aタ イプが19点で全体の83%を 占

めている。日縁部が軽 く外反する無文のもの

が 9点 に対 し、5条以内の沈線が施されたも

のは、10点であった。出土数が少ないものの、

ここからはAタ イプだけで、それ以外のもの

が見られないのは注目に値する。

底 部

34点の底部が検出されているが、ほぼ全体

の様相が整つているAタ イプが全体の50%

に達する。

その内穿孔を施 したものが10点、平底が 6

点である。

表11 溝 。S2-SD-2出 上土器底部分類表
A B C

1 2 つ
０ l

９
色 3 1

９
色

Ｏ
υ

1 2 3 4 l 2 3 4 1 2 3 4 l ９色 3 4 1
９
色 3 4 1 2

つ
０ 4 l ９侍 3 4 1

９
色 3 4 1 2

０
０ 4

6 l 9 34

34

0,47 0.09 0.44
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第47図 溝・S3-SD-1出 土甕形土器

表12 溝・S3-SD-1出 土遺物分類表
調査区 総数 土器片 口縁部 底部 その他 石調 石器 その他

3,180 2,377 191 1

■甕形上器分類表

A B C D E F G 他

l 2 つ
０ 1 2 3 1 2 3 l

９
缶 3 1 2 3 1 2 3 l

９
伯

つ
０ l 2 3

l l
９

色 8
９

， 1 l ユ
０
０

3 10 l 2

0。 78 0.04 0,01 0,02 0.02

■底部分類表

A B C
1 2 つ

０ 1
９
色

つ
０ 1

９
働 3

1121314 1121314 1121314 1121314 1121314 l121314 1121314 1121314 l ９争 3 4
14 1 l I 2 3 78 1

９

， 84

0。 17 0,17 0.67
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4 S3-SD-1出 土土器

総数3,180点の上器、石器類が出上 してい

る。

壺形土器 S Hlは、完成品である、高さ24cm、

口径 16cmで、胴部の重心は土器の中心部より

やや下位にある。口縁部は短 くかつ軽 く外反

し、胴部のやや上位 と頸部に各 1条の沈線が

入っている。 S H3も 口頸部だけであるもの

の、タイプとしては S Hllこ近い形態になる

ものと思われるが、頸部の沈線は2条になっ

ている。

S l12と S115は、口縁部が軽 く外反する点

では、 S Hlに 近い形であるが、顎部はそれ

より細 く締まる。 S H2は頸部の 2条の沈線

の間に刺凸文が入 り、S120や S H6に見るよ

うに沈線の数も3条以上に多条化する。

S122は、細い頸部から大きく外反する日

縁部の縁はほぼ水平になる。頸部には凹線文

が 6条工≦らさヤ化る。

S125や S126に見られるように、無文土器

で、口縁部が短 く、かつ太い頸部から軽 く外

反するタイプは、胴部が欠けている現状では

全容が把握できないのが残念である。

器面の調整は、 S l12や、 S H6、 S126に

僅かにヘラ磨きの痕跡が認められる。全体に

本遺跡の出土土器は、器面の剥離が甚だしく、

調整痕の確認の困難なものが多いのが実情で

ある。

S128、 S129は、小形手ず くね土器で高さ

5 cm程のものであるが、器面は凹凸の多い粗

雑な作 りになっている。溝の中から他の上器

と共に出上したものであるが、その用途が注

目される。

甕形土器

計測されている甕形土器は83点であるが、

その内65点の780/0ま でがAタ イプである。 S

123は 口縁端部に刻み目が付けられており、

S134は口縁の直下に凸帯が巡る無文土器で

ある。 S138は 口縁直下に 2条の沈線が巡 り、

取っ手状の突起がある。

Aタイプには、無文のものが35点 に対して

沈線文 5条以内のもの29点 となっている。

底 部
126点 について計測 している。その内84点

67%が残存率25%未満で、ここでも細片が多

い。ほぼ底部の形態を保っているものは21点、

17%に過ぎない、。直径 10%未満のものが、

全体で121点に達していることが注目される。
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5 S3-SD-2出 土土器

出土した遺物総数は7,851点である。

壺形土器 S178は、胴部から頸部にかけて

ゆるやかに狭まり、口縁直下で軽 く外反する

もので、頸部のやや下位に 2条の沈線が巡ら

される。これ と同じタイプの上器が S176で、

この場合には頸部に 2条の沈線がはいる。 S

179は、外反する口縁部がやや長 くなり、頸

Ｏ
じ
俊
∪



部の直径に対して、口縁部の直径が大きくな

る傾向にある。 S164、 S165、 S166な どが

このタイプで、最も比率が高い。頸部には 2

から3条の沈線文が施文される場合が多いが、

S173の ように凸帯が巡らされた事例もある。

S181は、細 く長い頸部から大きく広がる

口縁部をみせるもので、頸部には7条の凹線

文が施文される。口縁部の形態はやや異なる

が、そこに施される文様からS18も この仲間

に入れることができる。

S174は筒形の頸部から緩やかに軽 く外反

する長顎壺の様相を呈する。

以上の壷形土器に対して、 S175は 口縁の

内部に凸帯が施こされている。

S170は、底部 と口縁部が欠けてお り、全

容は明らかでないが、プロポーションとして

は、胴部の張りは少なく、頸部には押圧を施

した凸帯が巡らされる。

それに対 して S177は、胴部の張 りが大き

く長頸壺の印象を受けるが、口頸部が欠けて

いるのでそれ以上のことは明確にすることは

できない。

調整はヘラ磨きによる表面処理がなされる

事例が多い。

甕形土器

336点 を計測 した。最も多いタイプが Eタ

イプで、全体の32%を 占め、次いでAタ イプ

の280/0、 Cタ イプが24%と なる。

Aタ イプは、無文土器が圧倒的に多 く、次

いで沈線 5条までが19例になっている。無文

土器76例中の19例で、割合からすると数少な

セゝ。

Eタイプは、全体の32%に及び、中でも無

文土器が Eタ イプの107点 に対して67点 を占

めており、ここでも無文土器が圧倒している

ことが注目される。

Eタ イプの中には S190、 S208、 S200の

ように櫛目文土器が含まれている。櫛目文土

器はCタ イプにもS203、 184に見ることがで

きる。中でもS184に は波条文、S192に は櫛

目文の下に列点文が施されている。 Fタ イプ

の S215も櫛目文である。

底 部
206点について計測している。その内165点、

80%が残存率25%を 占めている。ここでも直

径 5 cm以上10cm未満のものが170点 に達 し、

このタイプの底部が卓越 していることは注目

さヤ化る。

表13 溝 。S3-SD-2出 土遺物分類表
調査区 総 数 土器片 口縁部 底部 その他 石 調 石器 その他

7,851 5,959
力
仕 242 504

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

1 2 3 1
９
， 3 1

９
侍 3 l

９
色

つ
０ 1 2 3 l

９
色

つ
０ 1 2 つ

υ 1
９
争 3

1 l ユ 16 5 4 7 2 2 1

9
（
υ 3

0.29 0.03 0.25 0,07 0.32
（
υ 0.01

■底部分類表

A B C

1 2 3 1 2 3 1 2 3

1 2 つ０ 4 1 ９色 314 l121314 1121314 l1213 4 l
９
日 314 1 2 つ０ 4 1 21314 l121314

2 1 3110 1 1 14142 711 I

0。 13 0.07 0.8
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N調査区出土土器

l Nl調 査区出土土器
Nl調査区からは総数1,059点の土器及び
石器、剥片等が出土している。これらの遺物

は、表土及び地山直上から出上したもので、

遺構に伴つたものではなく、破片が多い。

壷形土器は、幾つかのタイプに分類できる。

N2は胴部から緩やかに狭まり口縁直下で外
反し頸部と口縁の接点に沈線が施される。N
6は、頸部に削り出し凸帯を施したもので、

外反する口縁はほぼ直線的になっているが、

N10、 N5な どもこのグループに属すること
ができよう。N9の口縁部の状況はN10な ど
に近いものであるが、口縁内部に凸帯があり、

頸部にも押圧が施された凸帯が巡らされ、そ

の上下に数条の沈線がはいる。N4、 N7は

＼

＼

＼

＼ヒ____|!三二ととチ
チ

ケ

'/N26

筒形の頸部から口縁が軽 く外反する。

甕形土器

49点 を計測しているが、その内Aタ イプが

450/0を 占め、しかも無文 と沈線 5条以内が主

流を占めている。

底部・計測可能なもの24点 を見ると25%程

度の残存率のものが71%を 占めている。N28

は壺形土器の底部 と思われるが、僅かながら

上げ底になっている。N26は甕形土器であろ

う。

0          1 0cm
|

第55図  Nl調 査区出上土器底部

表14 Nl調査区出土遺物分類表
調査区 総数 土器片 口縁部 底 部 その他 石 調 石 器 その他

1,059 739
（
υ 34 3 3

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

1
９
色

０
０ 1

９
色 3 l 2 3 1

９
↑ 3 1

９
々 3 1

９
一 3 l

９
争 3 1

９
色 3

2 3 2 7 1 l l 5

6 8 5 49

0.45 0.06 0.16 0,10 0。 10

■底部分類表

A B C
1

９
色 3 l 2 3 l 2 つ

０

I121314 1121314 ９
， 314 l ９一 ０じ 4 1 ９一 3 4 1

つ
０

９

一 4 1
９
， 3 4 1

９
色
つ
０ 4 1 2 ００ 4

1 1 3 1 24

5 24

0.21 0.08 0.71
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2 Nl― SD-1出 土土器
出土遺物総数は4,498点、その内石器及び

剥片等は226点である。

何れも溝の内部から検出されたもので、口

縁部、底部を除いた破片が3,346点 に達 して

いるところからみても、細片が多いことが分

かる。

壺形土器は、N29が完成品で、高さ26。 4cm、

胴部の最大幅は19.5cmで、底部か らおよそ

10cmの あたりにあり、重心はやや低 くなって

いる。

口縁部は頸部からやや反 り気味に反転 し、

端部は丸みを帯びている。

頸部には4条の凹線文が巡らされ、胴部の

やや上位に沈線文 3条がはいる。

底部は僅かながら上げ底になる。

このグループに入る土器が、殆どであるが、

N39は、口縁の直径の 2分の 1程度にまで狭

まった頸部をもち、日縁は大きく外反する。

N50は頸部から大 きく反転 した口縁部の端

が角ばりそこに亥Jみ口が施される。

N47は、細い頸部から大きく反 り返 り、口

縁端部は、ほぼ水平になる。長頸壺の範疇に

属する。 N52、 N55、 N57な どもこのグルー

プに属する。

表15 溝・N]一 SD-1出 土遺物分類表

甕形土器

総数142点が分類計測可能であつた。その

内Aタ イプが64点で全体の45%を 占める。そ

の内無文土器が31点、5条以内の沈線文のあ

る土器が29点 あって、両者ほぼ同じ割合に

なっている。N65は軽 く外反する口縁の直下

に凸帯が巡らされ、口縁端部にも刻み目が施

される。N66も Aタ イプの口縁直下に高い凸

帯を巡らしている。N73は Cタイプの口縁を

もっているが、浅鉢形土器でもある。N76は

口縁端部の凸帯がはがれたもので、タイプと

してはCか D、 Eいのいずれかに属すると思

われる。

N78と N81は いずれも平行沈線の間にこ

れも2条の半裁竹管状工具で山形文を施文し

ている。ただしN78は Eタ イプで、N81は F

タイプに属する。さらに凸帯には刻み目文が

施されている。 Eタ イプのN80の場合は、上

7条、下 5条以上の沈線の間に山形文を入れ

ている。

底 部

216点 を計測 している。その内25%程度の

残存率のものが157点で全体の73%を 占めて

いる。この遺構の遺物がいかに破砕されてい

るかを知ることができる。

それでも、底部の直径 10cm未満のものがA、

B、 C併せて205点で、非常に高い比率になっ

ている。

調査区 総数 土器片 口縁部 底部 その他 石調 石 器 その他

4,498 3,346
∩
υ

れ
仕

Ｏ
Ｏ 7

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

I
９
日

つ
０ l 2 3 l

９
働

つ
０ 1 2 3 1

９
， 3 1

９
色 3 l 2 3 1

９
角 3

4 3 5 2 8 10 5 1 4 4 3 142

6 18 ll 142

0。 45 0.04 0.08 0.20 0.02 0.08
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第58図 溝 。Nl― SD-1出上土器底部

表16 溝・Nl― SD-1出土上器底部分類表
A B C

1 2 Ｏ
υ 1 2 Ｏ

υ I 2 ０
０

1121314 1121314 1121314 1121314 1121314 1 2 3 4 ユ 2 3 4 l 2 3 4 と ９， 3 4
111111 4 1 l13911 10 9 2 4 I

18 41 157

0,08 Oi 19 0。 73
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3 Nl― SD-2出 土土器
溝 。Nl― SD-2か らは、総数2,H6点
の遺物が出土している。その内石器又び剥片

等は147点であつた。

壺形土器N94は、高さ21,3cm、 胴部最大幅

は16.5cmで、土器のほぼ中央部に位置する。

頸部に凸帯が巡 り、頸部から軽 く外反する

国縁部の直径は12cmを計 り、底部には穿孔が

施されている。

器面の調整はヘラ磨きされており、磨きの

方位は横方向である。

N96は、頸部に一条の沈線が施され、ゆる

やかに外反する口縁をもつ。N95は、肩部か

＼＼＼_____とこここと:チア
/N122

＼

 1路

ら緩やかに狭まつた頸部からそのまま緩やか

に外反する口縁を形成する。肩から頸部、さ

らに口縁部にかけては文様は認められない。

他の口縁はおそらくN95が N94の グループ

に属すると思われる。ただしN97に は、口縁

部がやや肥大 し沈線が入れられている。

甕形土器

総数82点が計測されている。その内Aタ イ

プが全体の70%を 占めている。その内無文土

器が35点、沈線文 5条以内のものが22点であ

る。その他口縁部が逆 L字状に外反するBタ

イプが12点で、H点までが 5条以内の沈線文

である。

底 部
105点 を計測 しているが、その内77点

の730/0ま でが250/0程度の残存率を持つ

もので、底部の直径は10cm以 内、5 cm以

上のものである。

10cm

第60図 溝・Nl― SD-2出 土土器底部

表17 溝・N]― SD-2出 土遺物分類表
調査区 総数 土器片 口縁部 底部 その他 石 調 石器 その他

2,116 1,496 178 14 6

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

1 2 3 1
９
働

つ
０ l

９
色

つ
０ l

９
色 3 1 2 3 1 2 3 1 2 つ

０ 1 2 つ
０

1 11 1 1 l 1 1 2 1 1 1 82

6 l l 82

0.02 0.04 0,07 0,0

口底部分類表

A B C

l 2 つ
０ 1

９
色

つ
０ 1

９
御

つ
０

1 2 3 4 ９
命 3 4 1121314 1121314 ９

争 3 4 l 2 3 4 1 ９色 3 4 1 21314 11213 4
7 2 2 1 316712 5

7

９

一

″
′
‘
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4 溝 。N2-SD-1出 土土器

溝 。N2-SD-1か らは、3,829点 とい

う多数の遺物が検出された。取 り上げに際し

ては、それぞれグループごとに区分 した。従っ

て殊に土器に関しては、可能なかぎり図化 し

て紹介している。

N127と N128は Aグループー括出土であ
るが、別個体である、しかし胴部 と頸部の状

況はあたかも同一個体ででもあるかのような

印象を与える。

胴部の張 りが土器の中央部よりやや下位に

あること、胴部から緩やかに狭まり、頸部か

らまた緩やかに口縁部を形成する形態は、中

ノ池遺跡の上器の一つのタイプといえよう。

Bグループは甕形土器 3点であるが、何れ

もAタ イプで、しかも沈線 5条以内のA-2
グループに属する。

Cグループからは小形壷 N133と 、壺形土

器の胴部の破片 N136と N135が出土 してい

る。小形壺は、高さ 9 cm、 胴部の最大幅は中

央部よりやや下位にあって7.8cmを計測する。

胴部 と頸部にそれぞれ沈線文が入 り、底部は

薄 く剥離 している。同じCグループから甕形

土器 4個体分が出上 しているが、N138は C

タイプで、沈線文が10条入っているが、丁寧

に施文された平行沈線 という感じである。

N134も 、日縁部が欠けているが、やや太

めの施文具によって平行沈線が描かれている。

N137は、Eタ イプの 2、 N139は Dグループ

の 2タイプである。

Dグループは、甕形土器 3点である。

N140は Eタ イプで、口縁に刻み目が施さ

れ、H条の沈線は櫛 目文である。N145は D
-2タ イプ、N141は底部に穿孔がある。
Eグループは、壺形土器の破片が 6点、甕

形土器が 4点出土している。

壺形土器は、次第に狭 くなる頸部の直上で

鋭 く外反するタイプ、N148は頸部に 2条の

凸帯が、N149は胴部の上位に 3条の平行沈

線の間に 3条を単位 とする山形文が入ってい

る。

甕形土器はN142、 N152、 N153がA-2
タイプで、何れも口縁に刻み目が施されてい

る。N143は、 Dタ イプー 1であるが、口縁

の端部が内側にも張 り出している。

Fグループは、甕形土器の破片が主体で、

N154は 口縁が軽 く外反するAタ イプの上器

であるが、日縁直下に 2条の凸帯が巡 り、押

圧が施されている。さらに凸帯の下段に 8条

の平行沈線文が施文される。

N156、 N157、 N161は 同一個体で、 Fタ

イプの口縁端部に刻み目が施され、日縁直下

に 5条と4条の平行沈線文の間に4条を単位

とする山形文が施文される。

その他A-2、 E-3、 F-2タ イプも見
ることができる。

Gグループ、甕形土器の口縁 と、壺形土器

の胴部破片が出上 している。甕形土器はN
163は E-1タ イプ、壺形土器胴部には沈線
文が 4条施文されている。

Hグループは、壺形土器口縁部 2点が出土

している。N166は頸部に 3条の沈線が巡 り、

N168は一条の凸帯の上下に数条の沈線文が

入 りさらに口縁の内部には凸帯文が施されて

いる。

N167は Iグループの壺形土器であるが、

頸部に 2条の凸帯が巡 り、口縁は大きくゆっ

たりと外反する。器面の調整はヘラ磨きされ

ている。

Jグループは、甕形土器であるが、N171

とN170は、A-1タ イプで、N172は D-2
タイプで口縁部に刻み目文、口縁直下に沈線

文 4条が施文されている。

N173は壺形土器の胴部で、胴部の最大幅

の部分がほぼ中央部に位置する。器面の調整

はヘラ磨きされている。
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Lグループの壷形土器、N175と N176は ほ

ぼ同じ形態でありながら、N176に は頸部に

5条の沈線文がめく
｀
らされる。

N177は、頸部に3条の沈線が入 り、口縁

は短 く鋭 く外反する。N178は壺形土器の肩

あたりであるが、4条の低い凸帯が入つてい

る。

N180は甕形土器A-1タ イプで、N181は
浅鉢形土器である。

MグループのN185は壷形土器の肩のあた

りであるが、3条の低い凸帯がみられる。

甕形土器は、N186、 N187、 N189、 N190

のいずれもAタ イプー 1で、N188は Aタ イ

プの 2である。

NグループのN192は壺形土器の胴部破片

であるが、丸味が強く6条の沈線文が入って

いる。甕形土器はN191がA-1グ ループ、
N194は C-3タ イプで、平行沈線文は7条
施文されている。

Oグループ、N196は小形の甕で、高さは

9 cm弱、胴部の直径はH.5cmで 5条の沈線文

が入る。口縁部は欠けているが、く字形に小

さく外反すると思われる、小さい耳が一個付

いており、小孔が 2個みられる。

甕形土器は、N195がA-1タ イプ、N198
が、C-3タ イプに、N197が、G-1タ イ
プである。

N200、 N201は Pグループの壺形土器の破

片で、N22は球形の胴部に凸帯 3条が施され

たもの、N201は、頸部に凸帯が施され、さ

らにその上位に沈線文 3条が巡らされる。口

縁は大きくゆったりと反転する。

RグループのN202は壺形土器の頸部に2

条の凸帯が巡 り、その点ではN207も 同じタ

イプで、口縁部は角張り凹線文が施文されて

いる。N203は張 りの大きな胴部に3条の凸

帯が巡らされる。

N213は蓋形土器で、つまみの部分は直径

6.5cmに対して口縁部は19.5cmを計る。N209、

N214、 N210、 N215共 に蓋形土器である。

甕形土器 N206は C-3タ イプで、7条の

沈線がめく
｀
らされている。

N205は Fタ イプの 3で 6条の沈線が入 り、

口縁部凸帯には刻み目文が施文されている。

N216は Xグループのもので、Aタ イプの

口縁に刻み目文が入 り、口縁直下には 6条の

沈線文が巡らされている。
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第67図 溝・N2-SD-1出 土土器
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表18 溝・N2-SD-1出 土遺物分類表
調査区 総 数 土器片 口縁部 底部 その他 石調 石器 その他

3,829 2,713 384 287 10

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

1 2 3 1
９
色 3 l 2 つ

０ 1
９
角

つ
０ 1

９
争 3 1 2 3 1

９
争 3 1 2 ０

０

刀
■ 42 10 5 7 10

９

， 6 16 4 5 6 2 2
Ｏ
Ｏ
９
一

99 38

0。 13 0.18 0。 10 0.18 0.05 0,01
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N275は Aタ イプであるが、沈線文 6条の

A-3タ イプである。
口縁部が逆 L字形に外反するBタ イプは、

38点認められる。N245-N252が それである。

その内沈線文 5条以内のものが26点 で最 も

多 く、次いで 5条以上が 7点、無文 5点 となっ

ている。

中でもN251は櫛目文が施文されており、

図版00に みるように、流水文の先駆を見る半

弧条の線が認められる。N249も 10条の沈線

が施文されており、或いは櫛目文の可能性が

ある。

Cタ イプも51点の内無文10点、沈線 5条以

内19点、6条以上のもの22点 と、沈線文の多

条化の傾向がある。Eタイプについても51点

第72図 溝・N2-SD-1出 土上器底部

溝 。N2-SD-1出 土土器

溝 。N2-SD-1か ら出土したもので、

壺形土器には、N224に見るように頸部から

口縁部に至る反 りが比較的少ないものと、N
228の ように頸部が口縁部に対して細 く、か

つ口縁が大きくゆつたりと反転するタイプが

ある。N224と N225の頸部の凸帯は削り出し

凸帯になっている。N231は、高さ15.5cm、

胴部の直径19.3cmで、日縁部は小さく外反す

る。一か所に3個の小さな孔が明けられてい

る。

甕形土器は287点が計測されている。その

内Aタ イプが99点の34%を 占め、無文土器が

47点、沈線文 5条以内のもの42点で、両者ほ

ぼきつこうしている。

表19 溝・N2-SD-1出 土土器底部分類表
A B C

1
９
色

つ
０ l 2 つ

０ 1 2 つ
０

1
９
， 3 4 l 2 3 4 l 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 I

９
色 3 4 l 21314 1121314 1121314

1 l 3 〕 218912
20

0,14 0.67
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で全体の200/0に満たないものであるが、やは

り沈線文 6条以上のものが最大値を占め、沈

線多条化の傾向が認められる。

底 部
底部は139点 を分析することができた。そ

の内93点 の670/0ま でが25%程度の残存率 し

かなく、ほば全形を保つものは14%の 20例 し

かない。このことから見ると底部の破損率は

極めて高いものがある。

底部に穿孔のあるものは、Aタ イプの中の

直径10cm以 内のもの、Bタ イプにも 1点が直

径10cm未満でることは、特徴の一つといえよ

う。

＼ Nm

第73図 溝・

0           10clll

N3-SD-1出 土土器底部

5 溝・ N3-SD-1出 土土器

土器底部10点が出土している。その内 7点

までが残存率25%以内ばか りで、他に50%残

存率のものが 3点あるに過ぎない。

N312は、やや上げ底になり、穿孔が施さ

れている。底部の立ち上がりの状況から甕形

土器と思われる。

表20 溝 。N3-SD-1出 上土器底部分類表
A B C

l 2 3 l
９
色 3 1 2 3

1 2 3 4 I 213 4 l
９
色 3 4 1

９
色
つ
０ 4 l 2 3 4 1

９
争 3 4 1 2

つ
０ 4 1 ９一 3 4 1 2 3 4

1 1 l 5 l 1 10

7

0,30 0,70
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E調査区出土土器

1溝 。El― SD-1
溝 。El― SD-1出 土の壷形土器は 2点
であるが、Elは、現存高 7 cmの小形壺で底
部の直径 5 cm、 胴部の直径7.3cmと いう形態

からすると、底部が大きく安定感があるが、

日頸部が欠けていることも影響しているであ

ろう。

E2は 口縁部だけで、資料的には不満足で
あるが、 E9、 E15な どとも同じタイプとい

える。

甕形土器 E26は、溝・ El― SD-1出 土
であるが、日縁部の形態が断面三角形の張 り

付け凸帯を巡 らした Eタ イプで、しかも口縁

直下に平行沈線が 5条施されたE-2タ イプ
に属する。

底部は19点検出されている、その内残存率

25%未満のものが16点で84%を 占めている。

E38、 E39はかすかながら上げ底になってい

る。

表21 溝 。El― SD-1出 土遺物分類表
調査区 総数 土器片 口縁部 底部 その他 石調 石器 その他

458 つ
υ

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

l 2 3 1
９
一

つ
０ l 2 つ

０ 1 2 3 1 2 3 1 2 3 l
９
侍

つ
０ 1 2 3

1 1 1 l 2 9

3 3 9

0.33 0,33

■底部分類表

A B C
1 2 3 1 2 つ

０ l
９
角

つ
０

1 2 3 4 1 2 3 4 l 2 3 4 1121314 112 3 4 l
９
色 3 4 1 2 3 4 1121314 1121314

l 1 l 1

l 2 16 19
（
υ 0。 11 0,84
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2 1脅 。E4-SD-1
壺形土器 E10は 溝の底か ら出上 したもの

で、胴部の張 りはほぼ中央部にあり、胴部や

肩には施文は認められない。口縁部 E13は頸

部に 3条の沈線文が施され、頸部から口縁に

至る線は緩やかに外反する、 E14も頸部に沈

線文が認められるが、頸部から口縁に至る反

りの技法はやや直線的である。

表面調整はいずれもヘラ磨きされている。

E15の 口縁部は E13に 属する形態的特徴

を示す。

E19は壺形土器の頸部であるが、削り出し

凸帯が、 E20は 同じ頸部ではあるが 4条の沈

線文が施文されている。 E23、 E24共に頸部

に沈線を施 している。

甕形土器 E29、 E301ま、何れも甕Aタ イプ

ではあるが、 E29イまA-1無 文土器、E30は

沈線文 4条が施されるA-2タ イプである。
E31は、甕 S-2タ イプで、逆 L字形に外
反する口縁端部に刻み目文が施され、口縁直

下には沈線文 5条が施文されている。

E31、 E32は甕 Cタ イプで、E32は沈線多

条化の傾向がみられる。 E36イま甕 E-2タ イ
プである。

表22 溝・E4-SD-1出 土遺物分類表

土器底部・底部は総数18点が計測されてい

る。その内56%が残存率25%以 内、6個がほ

ぼ全形をとどめていた。

調査区 総数 土器片 口縁部 底部 その他 石調 石 器 その他
９

色 l 1

■甕形上器分類表

A B C D E F G 他

1 2 3 1 2 つ
０ 1

９
角 3 1 2 つ

０ 1
９
缶 3 l

９
色

つ
０ 1

９
色

つ
０ 1 2 つ

０

1 1 2 10

4 l 10

0,4 0.5

■底部分類表

A B C

1 2 3 l
９
， 3 l 2 3

1 2 3 4 1 ９色
つ
０ 4 I 2 314 l121314 11213 4 l 2 3 4 l 2 3 4 1 2 つ０ 4 1

９
， 3 4

2 2 2 9 1

6 10

0.33 0.11 0.56
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3 E4-E5調 査区出土土器

E4-E6調 査区は、採土工事による撹乱
が甚だしいものがあり、遺構等は検出されな

かったが、遺物は若干検出されている。

検 出 された遺物総数 は第23表 の通 り、

1,494点であるが、細片が多 く1,100点あまり

が細片であった。

壷形土器は、 E llは頸部に 2条の沈線文が

入 り、口縁部は軽 く直線的に外反するタイプ

で、それに対して E12は 4条の凹線文が施さ

れた頸部から緩やかに、かつ大きく外反 して、

口縁の端部が水平になるタイプである。その

他の E4、 E5、 E6は 口縁部だけであるが、
E13に近いタイプ、E7は E15の グループに

属する。

E16は蓋形土器である。つまみの部分の直

径 5 cmに対 して口縁部 18cm、 高さ9.6cmを計

る、器面の調整はへら磨きされている。

甕形土器は、 E27、 E28が甕Aタ イプで、

何れも口縁直下に沈線文が入 り、A-2タ イ
プに属する。 E33、 334は Cタ イプに属 し、

E34に は口縁端部に亥Jみ 目文が施 さヤ化てい

るものの、無文でありC-1グ ループである。
底部は、84点出上しているが、65点 の77%

表23 E4・ E5調査区出土遺物分類表

までが残存率25%に満たない細片である。底

部が辛うじて全容を保っているものは 7点に

過ぎない。

E49は壷形土器 と思われるが、底部の中央

部が剥離していおり、全体に赤変していると

ころからすると、熱によって剥離 したものと

思われる。

調査区 総 数 土器片 口縁 召

`

底部 その他 石 調 石器 その他
1,494 1 19

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

1
９
色 3 1 2 3 l 2 3 I 2 3 1 2 3 I

９
角

つ
０ 1 2 3 I 2 3

7 1 2 4 1 1 6

7 1 9

0,44 0。 13 0。 18 0.03 0.23

■底部分類表

A B C
1 2 3 1 2 3 1

９
一

つ
０

1 2 3 4 I
９
色 3 4 l 2 つ０ 4 1 2 3 4 1

９
色
つ
０ 4 l 2 3 4 l 2 3 4 l 2 Ｏυ 4 l 2 3 4

l 1 8 1 1 1 2
９

一

7

0.08 0。 14 0。 77
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石 器
l S2-2出 土石器
石器および剥片等は149点 出土 している。

Slは 凹基式の石鏃であるが、長さ2.5cmの

小形で、一部欠損している、両面共に丁寧な

調整が行われている。 S2、 S3、 S4、 S
5は石錐であるが、 S2は基部が小さいが他
の 3点は基部が大きくなり、刃部が欠損して

いる。基部の調整は縁辺部からの粗い調整だ

けである。

S7は磨製石包丁の一部で、1対の穿孔の

痕跡が認められる。厚さは0。 5cmと いう薄手

で刃部は両面から磨かれている。 S6、 S8
は調整剥片で S6は縁辺に細部調整が施され

ている。

2 S3調 査区出土石器
S9は平基式、 S10は凹基式の石鏃でる。

特に S10は長さ2.2cmと 予ゝう/Jヽ形でしかも鋭

い、基部の一部が欠損 している。 S ll、 S12、

S13は石錐であるが、 S13は基部が大きく刃

部が欠損している。特に S12は刃部が細か く

丁寧な調整が施されている。調整剥片 S14は

両側に調整痕がある。

3 Sl― SD-1出 土石器
石器及び剥片等507点が出土している。

石鏃は S15、 S16、 S17、 S18の 4点出土

している。その内 S16は平基式であるが、他

は何れも凹基式である。 S15は長さ2.3cmに

対して幅1.6cm、 S17は長さ2.5cnに対して幅

1.7cmで、長さに対 して幅の比率が高 く、両

側がやや膨 らむ傾向にある。

S19は石錐の刃部であるが、長さが 6 cmあ

り、基部が欠損 しているにも係わらず刃部の

長いのが注目される。

石包丁は磨製のものが 3点、打製が 1点出

土 している。

S20は折損 しているが、1個の穿孔が認め

られる、刃部は湾曲していおり、使用痕が認

められる。 S23、 S26共に磨製石包丁で両者

共に折損しているが S23で は 1個の穿孔と、

穿孔に着手しながら、中止した痕跡が認めら

れる。厚さ0,7cmと 薄手で、刃部は軽い湾曲

が見られるものの直線に近い。 S26は両端が

丸味を帯びているものの、細長い短冊形を呈

する。

S21は折損 しているものの打製石包丁で

片方に袂 りがなされている。

S25は柱状片刃石斧で、幅1.9cmに対 して

厚さ1.2cm刃の付け方は片方が鋭利、他方は

やや緩 くなっている。

S24、 S27、 S28は調整痕のある調整剥片

である。ただしS27はほぼ直線的な縁辺に丁

寧な調整痕がみとめられるので、石包丁が折

損 したものと思われる。

4 S3-SD-1出 土石器

S29は石鏃の未製品であろうか、剥片から

粗い打撃によって輪郭線を形造っている。平

基式のように見えるが、次の細部調整の段階

であるいは凹基式になるのかも知れない。

S32は折損 しているが磨製石包丁で刃部

は直線的になっている。刃部 と背部のほぼ中

央部に穿孔が認められる。

S34は両端部が折損しているが、両側が直

線的で、丁寧な調整が施されている。しかも

肉厚であることからすると石槍が折損したも

のか、或いは未製品であるのかも知れない。

S30は円形に調整され、中央部から側縁に

向かって薄 くなり、周縁は細かい調整が行わ

れている。スクレイパーのような役割を果た

していたものと思われる。

5 S3-SD-2出 土石器

石鏃は 5点であるが、その内凹基式が 3点、
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いずれも先端が鋭 く、丁寧な調整が背施され

ている。基部が突出する尖基式は S41藷材剥

片の剥離痕をそのまま残 して主 として周縁部

に調整を施す。 S39は長さ2.5cmに 対 して幅

1.6cmで細長いが先端部にあまり尖らない。

石錐は 2点で S42は基部は小さいが、錐の

刃の部分は細 く、長 く丁寧に調整されている。

S43は基部は大きく、剥離痕をそのまま残す、

刃部は短いが鋭い。

磨製石斧、 S45は折損しているが、刃部は

蛤刃で、鋭利である。

S78は蛤刃の石斧 と思われるが、両面に日

的剥離痕をそのまま残し、縁辺部に調整が施

されている。中央部で折れているが、残って

いるのは刃部で基部が欠けている。

石包丁、磨製石包丁 S68は穿孔 2孔の痕跡

を止めながらも折損している。刃部、背部共

に直線的である S69は磨製快入 り片刃石斧

の損部である。

打製石包丁・ S70か らS77ま では打製石包

丁である。殆どが一部欠損しているが、両端

に袂 りがみられる。刃部がほぼ直線的なもの

S73、 S74、 S75等 に対して、刃部が湾曲す

る S70、 S72な どもある。

その他の石器は調整痕がある調整石器 とし

て紹介 しているが、中には S63、 S82、 S87、

S89な どは打製石包丁の欠損部 と思われる

ものもある。

6 Nl― SD-1出 土石器
Nl、 N2は凹基式の石鏃であるが、いず
れ も長 さ1.6、 1,7と いう小さいもので幅も

1.5、 1.1と �ゝう数値からも分かるように二等

辺三角形を呈する。

N3は尖基式で、先端部はあまり鋭利では
ない。N6は磨製石包丁で穿孔部から欠損し
ているが、比較的厚手で、先端部には意識的

に調整を施 したかのような調整痕が認められ

る。或いは折損後スクレイパーとして利用 し

たものかもしれない。

N4、 N5は磨製石斧である。N4は変岩
質の石を用いているために中央部から剥離し

ている、先端部は欠けている。N5は扁平片
刃石斧で、長さ7.6cm幅 4。 4cmを 計る。

N10、 NHは打製石包丁の欠損部である。
その他いずれも調整痕があるもので、N14は

縦剥の剥片、N19は 円盤状で周縁に調整痕が

ある、スクレイパーである。

7 Nl― SD-2出 上の石器
N20は 凹基式の石鏃であるが、先端部が欠

けている。

N21、 N32、 N35は磨製石包丁である。N
2と は穿孔部で欠損している。直線的な刃部近

くに穿子Lを しようとして中止した痕跡がある。

厚さは0.5cmと いう薄手である。N32は頁岩、

N35は変岩質で何れも欠損 している。

N23は 打製石包丁で背部は直線的である

が、刃部は湾曲している。

N23は石錐で、剥片の剥離痕を大きく残 し、

錐の頭を調整 している。

N3と は、砂岩の敲石、先端部 と基部に潰れ

た痕跡が認められ、表裏、左右共に磨かれて

おり、磨き石 としても利用されている。

その他はいずれも調整痕がある調整剥片で、

N24、 N27、 N29、 N30な どは、周囲に施さ

れた調整痕が丁寧で、スクレイパーである。

8 N2-SD-1出 土石器

N36は 磨製石包丁で穿孔 2孔が残 されて

いるが両端は折損 している。

N37、 N38、 N39イま打製石器で完成品であ

る、ただしN38は快 りが片方だけで、或は折

損 しているかも知れない。刃部は湾曲してい

るが、背は直線的である。それに対 してN37

は両側共に直線的である。
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N39は両側に1決 りが認められる小形の石

包丁である。N4と、N47、 N48共に石包丁の

折損部の可能性がある。

N43は スクレイパーで刃部が欠損してい

る。N45は調整痕を残す調整剥片である。

N40は欠損し.た磨製石斧で、材質は緑泥変

岩である。N51は N4調査区から出土したも
ので、縁辺に調整痕があリスクレイパーであ

る。

9 E調査区出土石器
E2は石錐であろうか、両端に錐の刃部と

思われる調整痕が認められる.。 E3は石鏃で

基部は欠損している。その他いずれも縁辺に

調整が施されており、調整剥片かスクレイ

パーである。
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第二次調査出土遺物
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第87図 第一調査区出上遺物 (1)
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第88図 第一調査区出土遺物 (2)
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第一調査区出土土器

第一調査区から出土した土器の大部分は、

土層序⑬から出上したもので、溝・N2-S
D-1か らは62点 の上器片が検出されてい

るが、その総てが細片で、壺形土器、甕形土

器などの特徴を備えたものは一点も出土して

いない。

また溝・ SD-2か らも22点の土器片が採
取されているが、ここも総てが細片で、壷形

土器、甕形土器などの特徴的な遺物は一点も

認められていない。

包合層から出土した壺形土器N8は、口頸
部であるが、細長い筒形の頸部が特徴的で、

頸部には 3条の凸帯が巡 り刻み目文が施され

ている。またゆるやかに大きく反転する日縁

の端部は水平になり、内部には 3条 と半月状

の凸帯が施されている。N2は同じ長頸壺で
あるが、細長い濾斗状の頸部を呈する。

N13、 N14共に口縁部だけであるものの口

縁内部に凸帯が施され、またN14に は口縁端

部に押圧文が巡る。

N3は、日縁部が短 く外反 し、頸部には 3
条の削り出し凸帯が巡る。第一調査区ではN
3タ イプは少なく、Nlタ イプの長頸壺が主
流を占めている。N15、 N16、 N17は長頸壺

の口頸部である。

総数90点が出上している、その内最も多い

のが Cタ イプの33点で、全体の40%を 占めて

いる。中でも無文のもの (C-1)が 24点、
沈線文 5条以内のもの 6点 となっており、無

文土器が際立って多い。久にAタ イプが31点、

30%、 Eタ イプが17点、20%と なっている。

Aタイプでは、無文土器 3点に対して沈線

5条以内が12点で、ここではA-2が 突出し
ている。

N18は A-1タ イプであるが、口縁端部に

刻み口が施されているもの。N19、 N29、 N
30は A-1タ イプで無文のもの、N22、 N20
はA-2タ イプである。
N34、 N35、 N361ま Bタ イプであるが、N
36は B-2、 N35は B-3タ イプである。
Cタイプは、N4とがC-1、 N37、 N38が

C-2タ イプ、N39が沈線文んゞ 6条、N40は
10条施文されており、C-3タ イプになる。
N471よ F-1タ イプに属する。
土器底部

底部は164点が計測されている。その内C

タイプの残存率25%以内のものが80%を 占

めている。底部の直径は、10cm以内が164点

の中で145点 を占めており、卓越 している。

第24表 第一調査区出土遺物分類表
調査区 総 数 土器片 口縁ヨ

`

底 部 その他 石 調 石器 その他

4,499 3,927 59

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

l
９
，

つ
０ l 2 つ

０ l 2 ０
０ 1 2 3 l 2 3 1

９
色

つ
０ l

９
一

つ
０ 1

９
角 3

24 1 2 l

９

色 6 1 6 10 l 1

∩
υ

3 l

0.06 0,4
∩
υ 0.2 0.01

■底部分類表

A B C
l 2 3 1

９
争

つ
じ I 2 3

1 21314 1 ９勺 3 4 l
９
色 3 4 1 2 3 4 1 ９色 3 4 1 2

つ
０ 4 l 2 つ０ 4 1 2 3 4 1 ９↑ ０じ 4

311212 I 1 1 1412 1 1219611112

20 124

0.1 0。 1 0.8

∩
υ
∩
Ｕ
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第89図 第二調査区出土遺物
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第90図  N8-SD-1出 土遺物 (1)
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第92図 N8-SD-1出土遺物 (0
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第93図  N8-SD-1出 土遺物 (4)
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第25表 第二調査区包含層出土遺物分類表
調査区 総数 土器片 口縁部 底部 その他 石 調 石器 その他

2.868 2,438 81 1 2

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

1
９
， 3 1

９
角

つ
０ 1 2 3 1 2 つ

０ l 2 3 1 2 3 l
９
色 3 1 2 つ

０

9 2 6 l 8 4 4

24 4 3

0,4 0,03 0。 2 0.07 0,3 0.05

■底部分類表

A B C
l 2 3 1 2 つ

０ 1
９
色 3

1 21314 l121314 1121314 1121314 11213 4 l
９
角
つ
０ 4 l

９
色
Ｏ
υ 4 1 2 3 4 I 2 つ０ 4

1 2 5 1

9 6 80

0.09 0.06 0.84

第26表 第二調査区 溝 。N8-SD-1出 土遺物分類表
調査区 総 数 土器片 日縁部 辰 部 その他 石調 石器 その他

5,023 4,239
９

色 241 281 9 0 l

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

1 2 つ
０ 1

９
一 3 1

９
色 3 1 2 3 1 2 つ

０ 1 2 3 1
９
色 3 1 2 3

24 5 l 3 7 1 1 4 34 10 2 1 187

60 50 6 3
Ｏ
Ｏ

0。 32 0,05 0.27 0.03 0.32 0.02

■底部分類表

A B C
1 2 3 1

９
色 3 l 2 3

l
９
色
０
０ 4 1 ９色 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 つ０ 4 I

９
角
つ
０ 4 l ９争 3 4 l

９
争 3 4

つ
０ 411 1 531112 3 1

30 169

0。 14 0.07 0,79

第27表 第二調査区 溝・N8-SD-2出 土遺物分類表
調査区 総数 土器片 口縁部 底 部 その他 石調 石 器 その他

669 48 10 0

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

1
９
， 3 l

９
留

つ
０ l

９
色

つ
０ l 2 つ

０ 1 2 3 l
９
色

Ｏ
υ 1 2 つ

０ l
９
色 3

1 1 18

10 l 2 18

0.56 0.06 0。 11 0,28

■底部分類表

A B C
1 2 3 1

９
日 3 1 2 つ

０

1 2 3 4 l
９
色 3 4 l 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 l 2 つ０ 4 1 ９色 3 4 1

９
魚 314 1 21314

411 l 1 1281 1 1

5 1

0。 14
∩
υ 0.84

115



第二調査区出土土器

溝 。N8-SD-1
5,023点 の上器片及び石器、剥片等が出土

している。

壺形土器・N68は無文土器であるが、口縁

部は頸部からく字形にほぼ直線的に外反する。

胴部のふ くらみは、土器の中央部よりやや下

位にある。N69は頸部 と胴部の上位に沈線文

が入っているが、総体的にN68の グループと

いえよう。

頸部に凸帯が施されるN86、 N88な ども同

じグループに入れておきたい。

N90、 N91な どは、口縁部の形態 としては

N68に近いが、頸部が筒形になっている点、

N79、 N84の グループに近づいている。N92

は特異な様相を呈 し、頸部には削り出し凸帯

が巡る。

第二調査区の壺形土器で口縁内部に凸帯が

施されたり、口縁端部が角張 りそこに沈線文

や、刻み目文が施される一群がある。日縁端

部は大きく反転 し、水平状になる。N77、 N
83な どがそれである。

N94は N79の グループ、N95は N68タ イプ

に逝:セ がゝ、 月同部から緩」やかに狭まり写興部に至

る形態は、N68に先行する様相を呈する。N
98、 N99の胴部はN90、 N91と セットになる

可能性がある。

N100は胴部が球形になり、突帯文が巡る。

N101T0107ま では蓋形土器であるが、N
106は摘みの部分が山形になっているのに対

して、他のものは総て中央部が僅かばか り窪

んでいる。

NHO、 NHlは土錘である。

甕形土器

N8-SD-1
甕形土器187点 が計測されている。その内

Aタ イプが60点で32%、 Eタ イプが59点、

32%、 Cタ イプが50点、27%と なって、 A、

C、 Eがほぼ同じ割合を占めていることが注

目される。

また Aタ イプでは、と、2タ イプが31点 と

24点で卓越 し、 Cタ イプでも 1、 2タ イプが

27点 と16点で50点中で43点を占め、Eタ イプ

でも、59点 の中で 1、 2タ イプで49点 を占め

ている。

甕形土器で注目されるのは、 Cタ イプのN
144は沈線文の間に刺突文が入っているもの、

Eタ イプのN146、 N147な どで櫛目文が施文

されている。

溝 。N8-SD-2
隣接するN8-SD-1か らは大量の上器

が出土 したにもかかわらず、N8-SD-2
からは遺物総数669点、その内壺形土器片が

4点、甕形土器片が22点出上 したに過ぎない。

壺形土器は、N48、 M49、 22点 の口縁部が実

測されているが、何れも細片で、軽 く外反す

る。

甕形土器

18点 の甕形土器の内、Aタ イプが10点で

56%を 占め、次いで Eタ イプが 5点で28%と

なっている。

N50、 N51は Aタ イプの 1に属 し、N501こ

は口縁部に刻み目が施されている。

N52、 N53は A-2タ イプで、沈線文が施
文されている。

N54、 N55は Eタ イプで、N55に は沈線文

があり、 E-2タ イプである。
なおN63、 N64、 N65は N8-SD-1を

覆う表土直下の包含層から出土したものであ

るが、いずれも櫛目文土器である。
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第二調査区出土土器

第二調査区からは総数777点の上器片等が

検出されているが、何れも細片で、壺形土器

の口縁部 と識別できるもの12点、甕形土器 と

識別できたもの20点に過ぎない。

N156、 N157は S D05か ら検出されたもの、

N158、 N159、 N1601ま S D01か ら検出され

たものである。

ピットか ら検出されたもの としては、N
161が P37、  N162が P37、 N163が P48ね らゝ

出土したものである。

いずれ も軽 く外反口縁を思わせ るが、N
162は 口縁端部に沈線文が入つている。

甕形土器

この調査区から出土した甕形土器で、計測

可能なものは僅か28点に過ぎなかった。

N164は S D01か ら出土したものでA-2
タイプ、N165は S D03か ら出上したもので、

A-1タ イプである。
N166は ピット16、 N167は ピット46か ら出

上したもので、N166は A-2、 N167は A―

1タ イプである。

その他包含層から出土したN168は A-1、

N169は C-3、 N170は C-1、 N171は F
-1タ イプである。
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第28表 第二調査区包含層出土遺物分類表

第29表 第二調査区ピット内出土遺物分類表

第30表 第二調査区 溝 。SD出土遺物分類表

調査区 総数 土器片 口縁部 底部 その他 石調 石器 その他
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

９

色 128 98 10 4
Ｏ
Ｏ

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

1 2 3 l
９
角 3 I

９
色 3 1

９
色 3 1 2 3 1

９
色

つ
０ l

９
缶

つ
０ l

９
色

つ
０

3 1 4

1 4

0,75 0.25

■底部分類表

A B C
l 2 3 1 2 つ

０ I
９
色

つ
０

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 つ０ 4 I
９
色
つ
０ 4 1

９
， 3 4 1 2

つ
０ 4 I 2 つ０ 4 1 ９角

つ
０ 4 1 ９色

つ
０ 4

l 1 l 6 9

1 I 7 9

0.ll 0.ll 0,78

調査区 総 数 土器片 口縁部 底 部 その他 石調 石 器 その他
∩
υ 182 9 0 0 0

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

1 2 つ
０ l 2 3 1

９
色 3 l 2 3 1 2 3 1 2 3 l

９
色

つ
０ 1 2 3

2 5

5

l

■底部分類表

A B C
1 2 3 1 2 3 1

９
角 3

1
９
働 3 4 l 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 I 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 l 2 つ０ 4 1 ９角 3 4
l 114 6

l 5 6

0.17 0.83

調査区 総数 土器片 口縁部 底部 その他 石調 石器 その他
Ｏ
Ｏ 11

９

一 0 0 0

■甕形土器分類表

A B C D E F G 他

1 2 つ
０ l 2 3 1

９
色

つ
０ I

９
色

つ
０ 1 2 3 1 2 3 1 2 3 l

９
魚 3

3 1

3 1

0,75 0。 25

■底部分類表

A B C
1

９
負 3 l 2 Ｏ

υ 1 2 つ
０

1 2 3 4 1 ９色 3 4 l 2 3 4 1 2 3 4 1 2 つ０ 4 1 2 3 4 1 2 つ０ 4 1 2 3 4 1 2 つ０ 4
1 l 1 6 9

〕 1 7 9

0。 11 0.11 0,78
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第97図 第二調査区出土石器 (1)
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第98図 第二調査区出上石器 (2)
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0          5 cFn

第二調査区出土右器 (3)
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0         59n

第100図 第二調査区出土石器 (り
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石 器
1 第一調査区出土石器
第一調査区からは、33点の石器及び調整剥

片等が出上している。

石鏃はN14と N57の 2点が凹基式で、N14

は長さ1.25cnと 小形であるのに対 してN57

は長さ3 cmあ り、大型鏃の様相を呈 している。

N13は石鏃であるが、刃の部分が欠損してい

る。

磨製石包丁はNlと N10の 2点が検出さ

れている、その内Nlは長さH。 2cmに 対して

幅4.6cmあ り、ほぼ中央部に2個の穿孔があ

る。背部、刃部ともにほぼ直線的であるが、

刃部があたかも使用痕ででもあるかのように

かすかに凹みをみせる。

N10は欠損しているが、背部、刃部 ともに

ややぶ くらみをみせる。2個の穿孔は間隔が

2.7cmで、表裏の両側から穿たれている。

N40は 折損 してい るが、残存部 の長 さ

ll.5cm、 幅7.9cm、 厚さ0。 8cmで、長さと幅に

対して、比較的薄い、表面に剥離痕をそのま

ま残し縁辺は細かい調整がなされている、打

製石斧である。N43も折損しているが、打製

石余であろうか。

N41は直径10.Ocmの 円形で、厚さは1.7cm

の円板状を呈する。両面 ともに調整され、さ

らに縁辺部にも丁寧な調整が施されている。

N23、 N20は切損しているが、両側共に直

線的で、快 りのない打製石包丁の可能性もあ

るが、調整剥片と記録しておくこととしたい。

N73は砂岩質の砥石で、切損して形態は不

整形であるものの断面は長方形を呈する。

N72も砂岩質で、中央部が凹んで磨かれて

おり、敲石である。

2 第二調査区出土石器
第二調査区から検出された石器及び調整剥

片等は46点 に決んでいる。

N2-SD-1出 土石器

N56は長さ3.2cm、 最大幅1.Ocmの 尖基式の

石鏃である。N2は石錐の刃部で、長さ5。 2cn
の先端部は鋭利であるが、基部は1。 4cmでか

なり幅広 く、かつ厚 くなっている。

磨製石命はN32と 、N37のいずれも太型蛤

刃石谷で、欠損しているものの、刃部は残さ

れている、石質は緑色片岩である。

N70は先端部は直線的に調整され、刃部を

形造っている。側縁部については、片方は直

線的であるが、他方はやや外に張 り出してい

る。表面は自然面を残しているが打製石命の

未製品のようである。

磨製石包丁はN24の切損 したもの 1点だ

けであるが、穿孔部で切損している。厚さは

0。 5cmの薄手である。

N33は折損しているが、刃部が直線的で、

背が膨らみを持つているところからみると打

製石包丁 と思われる。N29も 快 りがないもの

の、打製石包丁の折損部かもしれない。

N68に ついても直線的は刃部がみられる

ところなどは打製石包丁の折損部 と思われる。

調整剥片はN31、 N53、 N58、 N6と など部

分的に調整痕が認められる。

N75、 N77は砂岩質で、欠損しているため

に形態的には不整形であるものの、表面が摩

滅しており、砥石である。

N74は部分的ではあるが、縁辺部に粗い調

整痕が見られる石核石器である。
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3 N8-SD-2出 土石器

磨製石斧、N5は結晶片岩の磨製石斧であ
るが、基部が欠損 してお り、現存長は6。 7cm

で、刃部は剥離、欠損しているところもみら

れるが、蛤刃になっている。N2は舌状の石

斧で、現存する長さ7.6cm、 基部の幅6.5cmの

砂岩である。厚さは最も厚い部分で1.6cmの

板状である。

縁辺部に調整痕があり、刃部に向かって次

第に細 くなっているところからすると、石徐

として加工されたものと思われる。

打製石包丁、N3はサヌカイ ト製の打製石
包丁で、長さH.7cm、 幅 4 cmを計る。背、刃

部ともに直線的に加工され、両端に快 りがあ

る。背部に比べて刃部は丁寧な細かい調整が

施されている。

N58は現存する全長は9.Ocmで あるが、ほ

ぼ中央部から折損している。全体のプロポー

ションは、背部、刃部共に中央部で膨らみを

もっており、一端に快 りがある。厚さは0.8cm

で薄手である。

N35は、サヌカイ トを加工したもので、網

か く調整が施された先端部は次第に細 くなっ

ており、刃部を形成する。

周縁部にも細かい調整が及んでおり、基部

は2.3cmの厚みがあり、切損している。打製

石斧の先端部 と思われる。

N44は全長 16cm、 幅 5 cm、 最も厚い部分は

2.8cmに なる。比較的肉厚で、表裏、周縁共

に細かい調整が施されている。

先端部は次第に細 く、かつ薄 くなり、刃部

を形造つている。打製石斧 としておきたい。
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表31 土器一覧表 二次調査
挿図番号 器 種 口径 底径 甕分類 出土地点

Sl 甕 A一 l Sl-2

S2 甕 A一 l Sl-2

甕 A-1 S2-2

S4 甕 A-2 S2-2

S5 甕 A-1 S2-2

甕 A-2 S2-2

S7 士電 Sl-2

浅 鉢 S2-2

士望 152 Sl-2

霊 152 Sl-2

士軍 Sl-2

霊 Sl-2

底 部 S2-2

底部 7 S2-2

底部 S2-2

霊 12 Sl― SD-1

士鉦 Sl― SD-1

壼 Sl― SD-1下

士霊 Sl― SD-1下

壼 Sl― SD-1

壼 Sl― SD-1

Sl― SD-1

壼 147 Sl― SD-1

壺 13.2 Sl― SD-1

壺 Sl-2

壷 Sl-2

S27 壷 Sl― SD-1

電 12 Sl― SD-1

空 Sl― SD-1

壷 Sl― SD-1

壼 Sl― SD-1

S32 士笠 25.6 Sl― SD-1

⊆ Sl― SD-1

壺 Sl― SD-1

重 Sl― SD― 〕

重 17.6 Sl― SD-1

壷 Sl― SD-1

士笙 Sl― SD-1下

=
Sl― SD-1

重 Sl― SD― 〕

笠 21.4 Sl― SD-1

士空 Sl― SD-1

挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

士霊 20.2 Sl― SD-1

甕 A-3 Sl― SD-1

甕 A-2 Sl― SD-1

甕 20 2 A-1 Sl― SD一 l

甕 A-2 Sl― SD-1

甕 A-2 Sl― SD-1

甕 A-3 Sl― SD-1

甕 E-1 Sl― SD-1

甕 20 2 A一 l Sl― SD一 l

S52 甕 A-2 Sl― SD一 l

甕 A-3 Sl― SD一 l

甕 B-2 Sl― SD一 l

甕 B-2 Sl― SD-1

S56 甕 B-1 Sl― SD-1

S57 甕 C-1 Sl― SD-1

S58 甕 C-1 Sl― SD-1

甕 C-3 Sl― SD-1

甕 C-1 Sl― SD-1

甕 D-1 Sl― SD-1

甕 D-2 Sl― SD-1

甕 8 D-2 Sl― SD-1

甕 D-2 Sl― SD-1

甕 E-1 Sl― SD-1

甕 E-2 Sl― SD-1

甕 E-3 Sl― SD-1

甕 12 E-3 Sl― SD-1

甕 17 F-2 Sl― SD-1

甕 17.6 F-3 Sl― SD-1

甕 F-3 Sl― SD-1

S72 甕 F-2 Sl― SD-1

甕 F-2 Sl― SD-1

底部 7 Sl― SD-1

底 部 7 Sl― SD-1

底部 75 Sl― SD-1

S77 底部 Sl― SD-1

底部 72 Sl― SD-1

底 部 Sl― SD-1

底 部 7 Sl― SD-1

底部 Sl― SD― l

底部 8 Sl― SD-1

底 部 Sl― SD一 l

底 部 Sl― SD-1
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挿図番号 器種 口径 底 径 密分類 出土地点

S35 底 部 74 Sl― SD-1

S86 底部 82 Sl― SD-1

S87 底部 7 Sl― SD-1

S88 底部 9 Sl― SD-1

底 部 Sl― SD-1

底部 Sl― SD-1

士霊 S2-SD-2

S92 壺 S2-SD-2

士霊 S2-SD-2

士霊 S2-SD-2

S95 士霊 17 6 S2-SD-2

S96 士電 S2-SD-2

S97 霊 S2-SD-2

士電 S2-SD-2不

S99

S100 士霊 S2-SD-2

S101 甕 A-1 S2-SD-2

S102 甕 28.4 A-1 S2-SD-2

S103 底部 S2-SD-2

S104 底部 S2-SD-2

S105 底部 S2-SD-2

S106 底部 S2-SD-2

S107 底部 S2-SD-2

S108 底部 S2-SD-2

S109 底部 S2-SD-2

S l10 底部 S2-SD-2

S Hl 〓望 67 S3-SD-lA

S l12 霊 S3-SD-1

S l13 壼 S3-SD-1

S H4 gE S3-SD-1

S H5 豆 S3-SD-1

S H6 壼 S3-SD-1

S l17 壺 S3-SD-1・ 3

S l18 壷 17.5 S3-SD-1下

S H9 重 S3-SD-1・ 2

S120 五 S3-SD-1・ 3

S121 壷 S3-SD-1

S122 士霊 21.5 S3-SD-1

S123 甕 24.7 A-1 S3-SD-1・ 3

S124 甕 A-2 S3-SD-1・ 2

S125 霊 S3-SD-1・ 3

S126 と霊 S3-SD-1

S127 里 S3-SD-1・ 2

挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

S128 S3-SD-1下

S129 壷 S3-SD-1

S130 士電 35.4 S3-SD-1下

S131 甕 37 5 A-2 S3-SD-1

S132 甕 A-2 S3-SD-1下

S133 甕 22.3 A-2 S3-SD-1・ 2

S134 甕 10 6 A-2 S3-SD― l下

S135 甕 B-2 S3-SD-1

S136 甕 195 B-2 S3-SD-1

S137 甕 C-1 S3-SD-1・ 2

S138 甕 A-2 S3-SD-1・ 2

S139 甕 35.6 D-2 S3-SD-1

S140 底部 63 S3-SD一 l下

S141 底部 S3-SD-1下

S142 底部 S3-SD-1下

S143 底部 S3-SD-lC

S144 底部 7] S3-SD-1下

S145 底部 S3-SD-lC

S146 底部 7 S3-SD-1

S147 底部 H.8 S3-SD-1

S148 底部 S3-SD-1

S149 底部 72 S3-SD-1

S150 底部 S3-SD-1下

S151 底部 78 S3-SD-1

S152 底部 S3-SD-1

S153 底部 S3-SD-1下

S154 底 部 8,7 S3-SD-1

S155 底部 S3-SD-1

S156 底部 S3-SD-1

S157 底部 7 S3-SD-1下

S158 底部 S3-SD-1下

S159 底部 S3-SD-1下

S160 底部 6 S3-SD-1下

S161 底部 S3-SD-1・ 2

S162 底部 8 S3-SD-lA

S163 一電 S3-SD-2・ 3

S164 質 S3-SD-2

S165 士霊 S3-SD-2・ 3

S166 S3-SD-2下

S167 豆 S3-SD-2下

S168 壺 S3-SD-2

S169 壺 20 8 S3-SD-2A

S170 壷 S3-SD-2下

128



挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

S171 霊 129 S3-SD-2・ 3

S172 一霊 S3-SD-2・ 2

S173 電 137 S3-SD-2・ 3

S174 士空 15,8 S3-SD-2・ 3

S175 gE 14.8 S3-SD-2A

S176 豆 16.3 S3-SD-2下

S177 重 72 S3-SD-2C

S178 空 S3-SD-2・ 2

S179 士空 175 S3-SD-2・ 3

S180 霊 136 S3-SD-2

S181 一電 175 S3-SD-2下

S182 電 20 6

S183 と寧 23 8 S3-SD-2

S184 甕 19 6 C-3 S3-SD-2A

S185 甕 D-3 S3-SD-2B

S186 甕 C― ] S3-SD-2

S187 甕 E― ] S3-SD-2

S188 甕 28.8 C― ] S3-SD-2・ 3

S189 甕 34.8 C― ] S3-SD-2下

S190 甕 22.8 E-3 S3-SD-2

S191 甕 C-3 S3-SD-2

S192 甕 22 8 E-3 S3-SD-2B

S193 甕 22.8 C-1 S3-SD-2D

S194 甕 27.2 E-1 S3-SD-2・ 3

S195 甕 E-1 S3-SD-2

S196 甕 18.2 A一 ] S3-SD-2・ 3

S197 甕 A-2 S3-SD-2・ 2

S198 甕 H.4 A-2 S3-SD-2,3

S199 甕 A-2 S3-SD-2・ 2

S200 甕 16.8 B-1 S3-SD-2,3

S201 甕 19 6 C-3 S3-SD-2

S202 甕 12,7 C-2 S3-SD-2A

S203 甕 C-3 S3-SD-2

S204 甕 20.4 D-1 S3-SD-2・ 2

S205 甕 24.2 D-1 S3-SD-2D

S206 甕 30.2 D-1 S3-SD-2・ 3

S207 甕 18.6 D-3 S3-SD-2・ 3

S208 甕 162 E-3 S3-SD-2

S209 甕 16.8 E-3 S3-SD-2

S210 甕 15.4 E-3 S3-SD-2・ 3

S211 甕 21.2 E-3 S3-SD-2

S212 甕 11.2 F-3 S3-SD-2下

S213 甕 F-1 S3-SD-2・ 3

挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

S214 甕 F-3 S3-SD-2下

S215 甕 E-1 S3-SD-2

S216 甕 C-1 S3-SD-2A

S217 甕 21 8 C-1 S3-SD-2・ 3

S218 底部 S3-SD-2

S219 底部 S3-SD-2

S220 底部 l16 S3-SD-2

S221 底部 103 S3-SD-2

S222 底 部 7 S3-SD-2B

S223 底部 S3-SD-2

S224 底部 10 7 S3-SD-2・ 3

S225 底部 5.6 S3-SD-2A

S226 底部 S3-SD-2

S227 底 部 S3-SD-2上

S228 底部 7.2 S3-SD-2上

S229 底部 S3-SD-2

Nl 霊 15,8 Nl-2(NO.5)

N2 士笙 12.8 Nl-2(NO.5)

N3 笙 15,8 Nl-2(NO.5)

N4 士電 Nl-2(NO.5)

N5 電 17 6 Nl-2(NO.5)

N6 と霊 196 Nl-2(N05)

N7 軍 14.8 Nl-2(N05)

N8 壼 17.6 Nl-2(N05)

N9 壷 18.9 Nl-2(N05)

N10 重 21.4 Nl-2(N05)

NH 甕 21.5 A― ] Nl-2

N12 甕 28.8 A― l Nl-2

N13 甕 67 A― ] Nl-2

N14 甕 17.8 A-2 Nl-2

N15 甕 15 6 B-2 Nl-2

N16 甕 A-3 Nl-2

N17 甕 A-2 Nl-2

N18 甕 20 4 B-2 Nl-2

N19 甕 l16 C-3 Nl-2

N20 甕 19.5 D-2 Nユ ー 2

N21 甕 15.6 E-2 Nl-2

N22 甕 15.6 D-2 Nl-2

N23 甕 18.4 E-3 Nl-2

N24 甕 108 E-1 Nl-2

N25 甕 35 4 F-1 Nl-2

N26 底部 6 Nl-2
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挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

N27 底 部 Nl-2

N28 底部 Nl-2

N29 士霊 Nl一 SD-lH

N30 壼 10 Nl― SD-1

N31 壼 Nl― SD-1

N32 壼 Nl― SD-1

N33 壷 Nl― SD-1

N34 士霊 Nl― SD一 l

N35 霊 Nl― SD一 l

N36 壷 21.4 Nl― SD-1

N37 壺 Nl一 SD-1

N38 壼 Nl― SD-1

N39 壼 Nl― SD-1

N40 壼 14 Nl― SD-1

N41 壼 13.5 Nl― SD-1

N42 壼 Nl― SD-1

N43 士霊 Nl― SD-1

N44 〓電 Nl一 SD-1

N45 〓望 Nl― SD-1

N46 電 Nl― SD一 l

N47 士里 23.6 Nl一 SD-1

N48 〓電 Nl一 SD一 I

Pヾ 49 〓空 Nl一 SD-1

N50 士堕 13.7 Nl― SD-1

N51 士ｑ Nl一 SD-1

N52 士電 Nl― SD一 ユ

N53 一電 Nl一 SD-1

N54 士電 Nl― SD-1

N55 壺 Nl― SD-1

N56 士電 Nl― SD-1

N57 壺 Nl― SD一 ユ

N58 蓋 Nl― SD-1

N59 甕 A-1 Nl― SD-1

N60 甕 A-1 Nl― SD-1

N61 甕 A-2 Nl一 SD-1

N62 甕 A-2 Nl― SD-1

N63 甕 A-2 Nl― SD-1

N64 甕 A-2 Nl一 SD-1

N65 甕 A-2 Nl― SD-1

N66 甕 A-1 Nl― SD-1

N67 甕 A-3 Nl― SD一 ユ

N68 甕 7.5 B-1 Nl― SD-1

N69 甕 B-3 Nl― SD― l

挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

N70 甕 B-2 Nl― SD-1

N71 甕 C-1 Nl― SD-1

N72 甕 C-2 Nl― SD-1

N73 甕 C-1 Nl― SD一 l

N74 甕 D-2 Nユ ーSD-1

N75 甕 D-1 Nl― SD-1

N76 甕 17 Nl一 SD-1

N77 甕 E一 l Nl一 SD-1

N78 甕 19 2 E-3 Nl一 SD一 l

N79 甕 E-3 Nl― SD-1

N80 甕 E-3 Nl― SD-1

N81 甕 F-3 Nl― SD-1

N82 甕 18.2 F-3 Nl― SD-1

N83 甕 12.5 F-3 Nl― SD-1

N84 底部 Nl― SD-1

N85 底部 7.5 Nl― SD-1

N86 底部 7.4 Nl一 SD-1

N87 底部 7 Nl― SD一 ユ

N88 底部 Nl一 SD-1

N89 底 部 Nl― SD-1

N90 底部 Nl― SD― 〕

N91 底部 Nl― SD― 〕

N92 底部 Nl― SD-1

N93 底部 11 Nl― SD-1

N94 壼 6.7 Nl― SD-2

N95 士霊 Nl― SD-2

N96 壼 14 Nl― SD-2

N97 士蛋 Nl― SD-2

N98 壼 Nl― SD-2

N99 壺 Nl― SD-2

N100 壺 Nl― SD-2

N101 壼 Nl― SD-2

N102 士霊 Nl― SD-2

N103 士霊 Nl― SD-2

N104 士霊 Nl― SD-2

N105 士霊 N 1-SD-2

N106 甕 A-1 N 1-SD-2

N107 甕 A-1 N 1-SD-2

N108 甕 A-1 Nl― SD-2

「ヾ 109 甕 22.8 A-1 N 1-SD-2

N H0 甕 A-2 N 1-SD-2

NHl 甕 18.8 A-2 N 1-SD-2

N H2 甕 22.4 A-2 Nl― SD-2
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挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

N H3 甕 A-2 Nl― SD-2

N H4 甕 37.6 B-3 Nl― SD-2

N H5 甕 11 B-2 Nl― SD-2

N H6 甕 B-2 Nl― SD-2

N H7 甕 E-3 Nl― SD-2

N H8 甕 E-2 Nl― SD-2

NH9 甕 G-2 Nl― SD-2

N120 甕 10 B-2 Nl― SD-2

N121 甕 8 B-2 Nl― SD-2

N122 底部 6 Nl― SD-2

N123 底部 Nl― SD-2

N124 底部 Nl一 SD-2

N125 底 部 Nl一 SD-2

N126 底 部 Nl一 SD-2

N127 笠 12.5 N2-SD-lA

N128 士笠 N2-SD一 lA

N129 甕 C-2 N2-SD-lC

N130 甕 A-2 N2-SD-lR

N131 甕 21.6 A-2 N2-SD-lB

N132 甕 A-2 N2-SD-lB

N133 霊 7 N2-SD一 lC

N134 体 部 N2-SD一 l

N135 体 部 N2-SD一 lC

N136 体部 N2-SD-lC

N137 甕 22.8 E-2 N2-SD-1

N138 甕 C-3 N2-SD-lC

N139 甕 34.6 D-2 N2-SD-lC

N140 甕 E-3 N2-SD-1

N141 菱 N2-SD-lD

N142 甕 A-2 N2-SD-lE

N143 甕 E-1 N2-SD-lE

N144 甕 E-1 N2-SD一 l

N145 甕 17 6 D-2 N2-SD-lE

N146 霊 ll N2-SD-1

N147 体部 N2-SD-lE

N148 体部 N2-SD-lE

N149 体部 N2-SD-lE

N150 体 部 N2-SD-lE

N151 体部 N2-SD-lE

N152 甕 A-2 N2-SD-lE

N153 甕 30 8 A-2 N2-SD-lE

N154 甕 A-3 N2-SD-lF

N155 甕 22 6 F-3 N2-SD-lF

挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

N156 甕 7 F-3 N2-SD-1下

N157 甕 20,8 F-3 N2-SD-1下

N158 甕 E-3 N2-SD-1

N159 甕 C-3 N2-SD一 l下

N160 甕 B-2 N2-SD一 】

N161 甕 F-3 N2-SD一 l下

N162 甕 F-3 N2-SD一 l下

N163 甕 E-1 N2-SD― ]

N164 体部 N2-SD-lG

N165 体部 N2-SD-1」

N166 士霊 N2-SD-lH

N167 壺 N2-SD-11

N168 霊 12 N2-SD-lH

N169 甕 C-3

N170 甕 ll A-1 N2-SD-1」

N171 甕 A-1 N2-SD-1」

N172 甕 17 6 D-2 N2-SD-1」

N173 士霊 8 N2-SD-lK

N174 甕 N2-SD-lL

N175 立 N2-SD-lL

N176 士鉦 N2-SD-lL

N177 笠 N2-SD-lL

N178 体部 N2-SD-lL

N179 体部 N2-SD-lL

N180 甕 △-1 N2-SD-lL

N181 甕 A― l N2-SD-lL

N182 甕 D-3 N2-SD-lL

N183 甕 C-3 N2-SD-lL

N184 甕 A-3 N2-SD― ]

N185 体部 N2-SD-lM

N186 甕 22,7 A一 l N2-SD-lM

N187 甕 A一 l N2-SD-lM

N188 甕 A-2 N2-SD-lM

N189 甕 A-1 N2-SD-lM

N190 甕 35,4 A-1 N2-SD-lM

N191 甕 A-1 N2-SD-lN

N192 体部 N2-SD-lN

N193 甕 A-2 N2-SD-lM

N194 密 C-3 N2-SD-lN

N195 甕 A-1 N2-SD-10

N196 甕 9 N2-SD-10

N197 甕 22.4 G一 l N2-SD― 10

N198 甕 21.4 C-3 N2-SD― 10

131



挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

N199 甕 17.2 C-3 N2-SD-lP

N200 体 部 体部 N2-SD-lP

N201 体部 N2-SD-lP

N202 壺 N2-SD-lR

N203 壺 N2-SD-lR

N204 甕 22 8 A-2 N2-SD-lS

N205 甕 20.4 F-3 N2-SD-lR

N206 甕 C-3 N2-SD-lR

N207 士笙 15 N2-SD-lR

N208 甕 E-3 N2-SD-lR

N209 蓋 N2-SD-lR

N210 蓋 N2-SD一 lR

N211 体部 N2-SD-lR

N212 体部 N2-SD-lR

N213 蓋 194 67 N2-SD-lR

N214 蓋 N2-SD-lR

N215 蓋 7 N2-SD-lR

N216 甕 A-3 N2-SD-lX

N217 士霊 N2-SD-1

N218 士霊 19.5 N2-SD-1

N219 蓋 N2-SD-lQ

iヽJ220 壷 16.4 N2-SD-1

N221 軍 20.2 N2-SD― l

N222 甕 A-1 N2-SD-1

N223 甕 20 6 A-1 N2-SD-1

N224 壷 N2-SD-1

N225 壷 158 N2-SD-1

N226 壷 N2-SD-1

N227 士電 197 N2-SD-1

N228 霊 N2-SD-1

N229 士霊 N2-SD-1

N230 空 N2-SD-1

N231 甕 156 A-1 N2-SD-1

N232 蓋 27 8 N2-SD-1

N233 甕 A-3 N2-SD-1

N234 甕 A-2 N2-SD-1

N235 甕 25.4 A-1 N2-SD-1

N236 甕 46.8 A-1 N2-SD-1

N237 甕 26.4 A-1 N2-SD-1

N238 甕 15.5 A-2 N2-SD-1

N239 甕 16.7 A-2 N2-SD-1

N240 甕 16.8 A-2 N2-SD一 l

N241 甕 A-2 N2-SD-1

挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

N242 甕 25.6 A-2 N2-SD-1

「ヾ 243 甕 A-3 N2-SD― l

N244 甕 20 6 A-2 N2-SD一 l

N245 甕 H8 B-2 N2-SD-1

N246 甕 B-2 N2-SD-1

N247 甕 19.5 B-2 N2-SD-1

N248 甕 17.6 B-2 N2-SD-1

N249 甕 16.5 B-3 N2-SD-1

N250 甕 ll.8 B-3 N2-SD-1

N25〕 甕 B-3 N2-SD-1

N252 甕 116 B-3 N2-SD-1

N253 甕 164 C-2 N2-SD-1

N254 甕 C-2 N2-SD― l

N255 甕 C-2 N2-SD一 l

N256 甕 39.5 C-3 N2-SD-1

N257 甕 C-3 N2-SD-1

N258 甕 17.4 C-3 N2-SD-1

N259 甕 40.3 C-1 N2-SD-1

N260 甕 16.5 D-3 N2-SD-1

N261 甕 22.6 D-3 N2-SD-1

N262 甕 12.3 D-2 N2-SD一 l

N263 甕 17.6 D-3 N2-SD一 l

N264 甕 D-3 N2-SD― l

N265 甕 D-3 N2-SD-1

N266 甕 D-3 N2-SD-1

N267 甕 E― ] N2-SD-1

N268 甕 17.6 E― ] N2-SD-1

N269 甕 16.5 E-3 N2-SD-1

N270 甕 25.5 E-3 N2-SD-1

N271 甕 32 8 F― ] N2-SD-1

N272 甕 14.6 F-3 N2-SD-1

N273 甕 148 F-3 N2-SD-1

N274 甕 148 F-3 N2-SD-1

N275 甕 212 A-3 N2-SD-1

N276 甕 185 B-2 N2-SD-1

N277 甕 D-3 N2-SD-1

N278

N279 甕 C-2 N2-SD-1

N280 甕 D-2 N2-SD一 I

N281 甕 D-2 N2-SD-1

N282 底部 N2-SD-lP

N283 底部 N2-SD-lT

N284 底都 N2-SD-lR
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挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

N285 底部 N2-SD-1

N286 底部 N2-SD-1

N287 底部 7.7 N2-SD-lP

N288 底部 7.5 N2-SD一 l

N289 底 部 N2-SD-lZ

N290 底部 N2-SD一 lZ

N29] 底部 7.3 N2-SD一 l

N292 底部 N2-SD-1

N293 底部 N2-SD-lJ

N294 底部 N2-SD-lE

N295 底部 7.3 N2-SD-lF

N296 底部 N2-SD-lF

N297 底部 N2-SD一 lF

N298 底 部 N2-SD-lF

N299 底部 7.2 N2-SD一 lJ

N300 底部 N2-SD-lJ

N30] 底部 6 N2-SD-lJ

N302 底部 N2-SD-lM

N303 底部 7.2 N2-SD-lD

N304 底部 N2-SD-lE

N305 底部 7.7 N2-SD-lL

N306 底部 N2-SD-lL

N307 底部 N2-SD一 lL

N308 底部 N2-SD-lM

N309 底部 N2-SD一 lM

N310 底部 N2-SD-lM

N311 底 部 7.3 N3-SD-1,2

N312 底部 N3-SD-1・ 2

N313 底部 N3-SD-1・ 2

壷 El一 SD-1

E2 壼 14 El一 SD-1

E3 空 E2

E4 士空 14 E5-2

霊 E5-2

E6 士電 E5-2

E7 空 E5-2

E8 士空 E5-2

E9 霊 14 E3

E10 一空 E4-SD-1

El] 霊 14 E5-2

E12 壺 E5-2

E13 14 E4-SD-1

挿図番号 器種 日径 底径 甕分類 出土地点

士電 E4-SD-1

E15 士電 E4-SD-1

蓋 5 E5-2

体部 E4-SD-1

体部 E4-SD-1

体部 E4-SD-1

E20 体部 E4-SD― 〕

体部 E4-2

E22 体部 E4-2

E23 体部 E4-SD-1

E24 体部 E4-SD-1

E25 体部 E4-2

甕 E-2 El-4

E27 甕 A-2 E4-2

甕 A-2 E4-2

E29 甕 A-1 E4-SD-1

甕 37 4 A-2 E4-SD-1

甕 ll C-2 E4-SD-1

E32 甕 C-3 E4-SD-1

E33 甕 E-1 E5-2

甕 E-1 E5-2

甕 B-2 E4-SD-1

甕 E-2 E4-SD-1

底部 El-2・ 2

E38 底部 El-4

E39 底部 El-4表

底部 5.5 E5-2

底部 E5-2

E42 底部 E5-2

底部 E5-2

底部 7 E4-SD-1

底部 7.3 E4-SD-1

E46 底部 5.2 E4-SD-1

E47 底部 E4-SD-1

E48 底部 11 E4-SD-1

E49 底部 7 E4-2

E50 底部 5,7 E4-SD-1

E51 底部 E4-SD-1

E52 底部 11.5 E4-SD-1

E53 底部 E4-SD-1

E54 底部 E4-SD-1

E55 底部 E4-2

E56 底部 12.7 E4-SD-1
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表32 石器一覧表 二次調査
挿図番号 器 種 石 材 長 さ (CIn) 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重量 (g) 出 土 地 点 備考

石鏃 サヌカイ ト 25 1.7 S2-2

S2 石錐 サヌカイト S2-2

石錐 サヌカイト 3.3 3.2 7.1 S2-2

S4 石錐 サヌカイト S2-2

石錐 サヌカイ ト 2.2 S2-2

調整剥片 サヌカイト 35.5 S2-2

S7 磨製石包丁 滑石 5,7 17.0 S2-2

調整剥片 サヌカイ ト 1.4 109.8 S2-2

石 鏃 サヌカイ ト 1.8 11 S3-2

S10 石鏃 サヌカイト 1.4 0.3 S3-2

S il 石錐 サヌカイト 10 S3

S12 石錐 サヌカイ ト 18 0,7 S3-2

S13 石錐 サヌカイ ト 2,7 S3-2

S14 調整剥片 サヌカイト 91.4 S3-2

S15 石鏃 サヌカイト Sl― SD-1

S16 石鏃 サヌカイ ト 1.5 Sl― SD一 l

S17 石鏃 サヌカイ ト 25 1,7 11 Sl― SD一 l

S18 石鏃 サヌカイト Sl― SD-1

S19 石鏃 サヌカイト Sl― SD-1

S20 磨製石包丁 片岩 19,3 Sl― SD-1

S21 打製石包丁 サヌカイ ト 55 39 6 Sユ ーSD一 lF

S22 磨製石包丁 片岩 10.1 H3.6 Sl― SD一 lF

S23 磨製石包丁 頁岩 7.2 0,7 42.1 Sl― SD-1

S24 調整剥片 サヌカイ ト 50 1 Sl― SD-1

S25 柱状片刃石斧 粘板岩 67 12 157 0 Sl― SD-1

S26 磨製石包丁 泥岩 Ll 26 7 S2-SD-2

S27 調整剥片 サヌカイト 16.9 Sl― SD-1

S28 調整剥片 サヌカイト 3.7 1.2 24.6 Sl― SD-1

S29 石鏃未製品? サヌカイ ト 2.6 S3-SD-1

S30 調整剥片 サヌカイト 0,95 44 7 S3-SD一 l

調整剥片 サヌカイ ト 25 7 S3-SD-1・ 2

S32 磨製石包丁 緑色片岩 0,7 16.5 S3-SD一 l

S33 石鏃 サヌカイ ト 1.0 S3-SD-1

S34 打製石包丁 サヌカイ ト 6,7 73 6 S3-SD-1

S35 調整剥片 サヌカイ ト ll l 1.4 85 4 S3-SD-1

S36 打製石包丁 サヌカイト 31 S2-SD-2

S37 石鏃 サヌカイト S3-SD-2・ 3

S38 石鏃 サヌカイ ト S3-SD-2・ 3

S39 石鏃 サヌカイト 10 S3-SD-2・ 2

S40 石鏃 サヌカイ ト l.7 S3-SD-2・ 3

石鏃 サヌカイ ト 14 S3-SD-2

S42 石鏃 サヌカイト 1.5 1.2 S3-SD-2・ 3

S43 石 鏃 サヌカイト 1.7 S3-SD-2

S44 石鏃 サヌカイト 5.2 07 H.3 S3-SD-2

S45 蛤刃磨製石斧 粘板岩 ? 16 S3-SD-2

S46 調整剥片 サヌカイ ト 167 S3-SD-2

S47 調整剥片 サヌカイト 31 17 6 S3-SD-2
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挿図番号 器 種 石 材 長さ (Cn) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 出 土 地 点 備考

S48 調整ユU片 サヌカイ ト 07 111 S3-SD-2

S49 調整剥片 サヌカイ ト 0。 7 H.2 S3-SD-2

S50 調整剥片 サヌカイト 25 0,7 S3-SD-2

S51 調整剥片 サヌカイト S3-SD-2

S52 調整剥片 サヌカイ ト H.6 S3-SD-2

S53 調整剥片 サヌカイ ト 1,7 S3-SD-2・ 3

S54 調整剥片 サヌカイト 0,7 17.5 S3-SD-2

S55 調整剥片 サヌカイト 23.6 S3-SD-2

S56 調整剥片 サヌカイ ト 5.3 0,7 13.5 S3-SD-2

S57 調整剥片 サヌカイ ト 18.3 S3-SD-2・ 3

S58 調整剥片 サヌカイト 11.0 S3-SD-2

S59 調整剥片 サヌカイト 20.3 S3-SD-2

S60 調整剥片 サヌカイ ト 6.7 1.3 37.8 S3-SD-2下

S61 調整剥片 サヌカイ ト 5,7 1.4 51.5 S3-SD-2

S62 調整ユu片 サヌカイト I.0 42,0 S3-SD-2

S63 調整剥片 サヌカイト 71.4 S3-SD-2

S64 調整剥片 サヌカイ ト 41.3 S3-SD-2

S65 調整剥片 サヌカイ ト 36.7 S3-SD-2

S66 調整剥片 サヌカイト 6.2 1.1 30.3 S3-SD-2

S67 調整剥片 サヌカイ ト 1.3 52 7 S3-SD-2

S68 磨製石包丁 黒色頁岩 21.5 S3-SD-2・ 3

S69 磨製狭入片刃石斧 粘板岩 ? 17.9 S3-SD-2E

S70 打製石包丁 サヌカイ ト 41.5 S3-SD-2F

S71 打製石包丁 サヌカイ ト 10 36.9 S3-SD-2・ 2

S72 打製石包丁 サヌカイ ト 1.0 39 4 S3-SD-2,3

S73 打製石包丁 サヌカイ ト 41.2 S3-SD-2,3

S74 打製石包丁 サヌカイ ト 8.7 44.8 S3-SD-2・ 2

S75 打製石包丁 サヌカイ ト 1.5 77 5 S3-SD-2・ 2

S76 打製石包丁 サヌカイト 9,7 S3-SD-2,2

S77 打製石包丁 サヌカイ ト 120 58 8 S3-SD-2F

S78 磨製石斧 頁岩 13.0 72 455.0 S3-SD-2

S79 打製石斧 サヌカイト H3 297.2 S3-SD-2E

S80 打製石包丁 サヌカイ ト 415 178 S3-SD-2・ 2

S81 打製石包丁? サヌカイ ト 65 3 S3-SD-2F

S82 スクレイパー ? サヌカイ ト 17 l14.5 S3-SD-2F

S83 スクレイパー? サヌカイト 7.0 50 8 S3-SD-2F

S84 スクレイ′く― サヌカイ ト 17 75 6 S3-SD-2・ 3

S85 スクレイパー サヌカイ ト 6.7 32 6 S3-SD-2F

S86 スクレイパー サヌカイ ト 17 S3-SD-2

S87 打製石包丁 サヌカイ ト 12 9 55 124.1 S3-SD-2

S88 調整剥片 サヌカイト 23.8 S3-SD-2・ 2

S89 調整剥片 サヌカイト 46.7 S3-SD-2

S90 石核 or素材剥片 サヌカイ ト 12.1 182 1 S3-SD-2F

S91 石核 サヌカイ ト 17.6 H.5 485.0 S3-SD-2

S92 調整剥片 サヌカイト 2.5 122 Sl表 2

S93 打製石包丁 サヌカイ ト H0 Sl表 2

S94 打製石包丁 サヌカイ ト 6.7 43 1 Sl表 2

S95 調整景U片 サヌカイ ト S3-SD-1・ 2
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挿図番号 器 種 石 4/ 長 さ (cm) 巾邑 (cm) 厚さ (Cm) 重量 (g) 出 土 地 点 備考

S96 調整剥片 サヌカイ ト 181 S3-SD-1・ 2

Nl 石鏃 サヌカイト 1.6 15 Nl― SD-1

N2 石鏃 サヌカイ ト 1.7 15 0.3 Nl― SD-1

N3 石錐 サヌカイ ト ll 12 Nユ ーSD-1

N4 石 斧 緑泥片岩 10.2 1.4 100 8 Nl― SD-1

N5 扁平片刃石斧 頁岩 7.6 13 101,9 Nl― SD-1

N6 磨製石包丁 頁岩 32.9 Nl― SD-1

N7 調整工U片 サヌカイ ト 10.5 Nl― SD-1

N8 調整剥片 サヌカイ ト 2.9 12.7 Nl― SD-1

N9 調整剥片 サヌカイト Nl一 SD-1

N10 調整剥片 サヌカイ ト 27 1 Nl― SD-1

NH 調整剥片 サヌカイ ト 0.6 7.1 Nl― SD-1

N12 調整剥片 サヌカイ ト 1,0 22.1 Nl― SD-1

N13 調整剥片 サヌカイト 5,7 14 44.6 Nl一 SD一 l表

N14 調整剥片 サヌカイ ト 25 Nl一 SD-1

N15 調整剥片 サヌカイ ト 105。 1 Nl― SD-1

N16 調整該U片 サヌカイト 1.5 Nl― SD-1

N17 調整該U片 サヌカイト 7.3 ll 41.3 Nl一 SD-1

N18 調整剥片 サヌカイト 56 l Nl― SD-1表

N19 調整剥片 サヌカイ ト 32 98 4 Nl一 SD-1

N20 石鏃 サヌカイト 21 1.2 Nl― SD-2

N21 磨製石包丁 頁岩 Nl一 SD-2

N22 調整剥片 サヌカイ ト 10.4 Nl― SD-2

N23 打製石包丁 サヌカイ ト 13 65.6 Nl― SD-2

N24 スクレイパー サヌカイト 10 21.3 Nl一 SD-2

N25 調整剥片 サヌカイ ト 5。 1 0,7 20,1 Nl― SD-2

N26 調整剥片 サヌカイ ト 5.2 15 72.5 Nl― SD-2

N27 調整剥片 サヌカイ ト 5.5 13 47.7 Nl― SD-2

N28 石ft サヌカイト 22 13.5 Nl一 SD-2

N29 スクレイパー サヌカイト 52 1,1 29.5 Nl― SD-2

N30 スクレイパー サヌカイ ト 32.6 N 1-SD-2

N31 敲石 砂岩 13.2 317.0 N 1-SD-2

N32 磨製石包丁 頁岩 43 15,7 Nl― SD-2

N33 調整剥片 サヌカイト 53 28.0 Nl― SD-2

N34 調整剥片 サヌカイ ト 25.2 Nl一 SD-2

N35 磨製石包丁 頁岩 5,7 38.5 Nl一 SD-2

N36 磨製石包丁 頁岩 4.7 32.6 N2-SD-1下

N37 打製石包丁 サヌカイト 10.3 530 N2-SD一 l

N38 打製石包丁 サヌカイ ト 12.3 616 N2-SD一 l下

N39 打製石包丁 サヌカイ ト 3.0 N2-SD― l

N40 石 斧 片岩 87 164 9 N2-SD-1

N41 打製石包丁 サヌカイト 10.2 17 150 4 N2-SD-1下

N42 打製石包丁 サヌカイ ト 6.5 1.2 42 5 N2-SD-1下

N43 スクレイパー サヌカイ ト l13 N2-SD-1

N44 石 錐 サヌカイ ト N2-SD-1

N45 調整剥片 サヌカイト 3.7 20.1 N2-SD-1下

N46 調整剥片 サヌカイト 1.1 25.8 N2-SD-1
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挿図番号 器 種 石  材 長 さ (CIll) 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重 量 出 土 地 点 備考

N47 打製石包丁 サヌカイト 1.1 27.6 N2-SD-lH

N48 打製石包丁 サヌカイト 124.9 N2-SD-1

N49 調整剥片 サヌカイト N2-SD-1

N50 調整剥片 サヌカイ ト 18.6 N2-SD-1下

N51 スクレイパー サヌカイ ト N4-2

N52 石錐 サヌカイト N4

N53 調整剥片 サヌカイト N2-SD-1

EI 調整剥片 サヌカイト 30.5 E4-2

E2 石錐 サヌカイト E4-SD-2

E3 石鏃 サヌカイト 1,7 E4-SD-2

E4 スクレイパー サヌカイト 1.7 E4-SD-2

E5 スクレイ′く― サヌカイ ト 27.2 E4-SD-2

E6 スクレイパー サヌカイト 1.0 E4-SD-1
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表33 土器一覧表 二次調査
挿図番号 器 種 口径 底径 甕分類 出土地点

Nl 〓⊆ 13 第一調表

N2 〓堕 第一調表

N3 〓璽 12 第一調表

N4 〓里 第一調表

N5 一空 12.3 第一 調表

N6 一霊 第一調表

N7 壺 14.2 第一調表

N8 壺 15 2 第一調表

N9 壼 第一調表

N10 士霊 12.2 第一調表

NH 士電 第一調表

N12 壺 第一調表

N13 壼 24.8 第一調表

N14 士霊 27 8 第一調表

N15 士空 第一調表

N16 壷 第一調表

N17 士霊 第一調表

N18 甕 20.2 A-1 第一調表

N19 甕 212 A一 l 第一調表

N20 甕 24.8 △-2 第一調表

N21 甕 34.2 A-1 第一調表

N22 甕 21 8 A-2 第一調表

N23 甕 215 A-3 第一調表

N24 甕 22.2 E-2 第一調表

N25 甕 C-3 第一調表

N26 蓋 6.4 第一調表

N27 底部 Nl

N28 底部 Nl

N29 甕 A― l 第一調表

N30 甕 A-1 第一調表

N31 甕 A-2 第一調表

N32 警 29.8 A-2 第一調表

N33 甕 A-1 N5

N34 甕 A-2 N2

N35 甕 B-3 第一調表

N36 甕 B-2 第一調表

N37 甕 C-3 第一調表

N38 甕 30 4 C-2 第一調表

N39 甕 20.4 C-3 第一調表

N40 甕 C-3 第一調表

N41 甕 C-1 第一調表

N42 甕 C-3 N3

N43 甕 C-3 N3

挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

N44 甕 E-2 第一調表

N45 甕 22.7 E-3 第一調表

N46 甕 20.6 E-2 N]

N47 甕 F-1 第一調表

N48 壷 N8-SD-2

N49 〓霊 N8-SD-2

N50 甕 20 2 A一 l N8-SD-2

N51 甕 24 6 B-1 N8-SD-2

N52 甕 A-2 N8-SD-2

N53 甕 A-2 N8-SD-2

N54 甕 E-1 N8-SD-2

N55 甕 E-2 N8-SD-2

N56 士霊 122 N9

N57 士霊 12 2 N9

N58 甕 A-1 N9

N59 甕 A-2 N9

N60 甕 20 8 A-2 N9

N61 甕 15.6 C-2 N9

N62 甕 C-2 N9

N63 甕 20,7 E-3 N9

N64 甕 E-3 N9

N65 甕 E-3 N9

N66 甕 22.8 F一 l N9

N67 甕 F-1 N9

N68 士電 92 6.2 N8-SD-1

N69 52 N8-SD-1

N70 霊 N8-SD一 l

N71 霊 N8-SD-1

N72 壺 13.2 N8-SD-1

N73 と霊 N8-SD一 l

N74 士電 N8-SD-1

N75 壺 N8-SD-1

N76 霊 N8-SD一 l

N77 電 N8-SD-1

N78 壷 N8-SD-1

N79 士霊 23.8 N8-SD一 l

N80 士電 17.3 N8-SD-1

N81 壺 N8-SD-1

N82 軍 N8-SD-1

N83 室 N8-SD-1

N84 壼 N8-SD-1

N85 士宝 N8-SD-1

N86 士霊 149 N8-SD一 l

N87 士空 N8-SD-1
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挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

N88 士電 15.8 N8-SD-1

N89 士電 17.6 N8-SD-1

N90 壺 12.8 N8-SD-1

N91 壼 14,8 N8-SD-1

N92 12.6 N8-SD-1

N93 霊 10.8 N8-SD一 l

N94 壼 24.8 N8-SD-1

N95 一霊 N8-SD-1

N96 士望 N8-SD-1

N97 士霊 N8-SD-1

N98 士空 N8-SD-1

N99 壷 N8-SD-1

N100 里 N8-SD-1

N101 蓋 20,4 N8-SD-1

N102 蓋 23.2 N8-SD-1

N103 蓋 N8-SD-1

N〕 04 蓋 N8-SD-1

N105 蓋 N8-SD-1

N106 蓋 N8-SD一 l

N107 蓋 5.2 N8-SD-1

N108 甕 16.1 A-2 N8-SD-1

N109 甕 N8-SD-1

NH0 紡錘車 N8

NH〕 紡錘車 N8

N H2 甕 23.2 A-1 N8-SD-1上

N H3 甕 213 △-1 N8-SD― l下

N H4 甕 A-1 N8-SD-1

N H5 甕 22.1 A-2 N8-SD-1

NH6 甕 A-2 N8-SD-1

NH7 甕 19.8 A-2 N8-SD-1

Nl18 甕 A-3 N8-SD-1

N H9 審 22.4 A-3 N8-SD-1

N120 甕 A-2 N8-SD-1上

N121 甕 18.8 C-8 N8-SD-1

N122 甕 20.8 C-1 N8-SD一 l

N123 甕 22 8 C-1 N8-SD-1

N124 甕 21.6 C-1 N8-SD-1

N125 甕 22 8 C-1 N8-SD-1上

N126 甕 49.6 A― l N8

N127 甕 A-1 N8-SD-1

N128 甕 18.3 A-1 N8-SD一 l

N129 甕 37.2 A-1 N8-SD-1

N130 甕 25,3 A-1 N8-SD-1

N131 甕 A-2 N8-SD一 〕

挿図番号 器種 口径 底径 甕分類 出土地点

N132 甕 15.6 A-2 N8-SD一 l

N133 菱 A-2 N8-SD一 l

N134 餐 A-2 N8-SD-1

N135 甕 不 明 B-3 N8-SD-1

N136 甕 12 2 B-1 N8-SD-1

N137 甕 23 6 C-1 N8-SD-1

N138 甕 20 7 C-3 N8-SD-1

N139 甕 C-2 N8-SD-1

N140 甕 C-2 N8-SD-1

N141 菱 22.5 C-1 N8-SD-1

N142 甕 C-3 N8-SD-1

N143 甕 22 8 D-3 N8-SD-1

N144 甕 D-3 N8-SD-1

N145 甕 18,6 E-1 N8-SD-1

N146 甕 17.4 E-3 N8-SD-1

N147 甕 13.8 E-3 N8-SD-1

N148 甕 23.8 E-3 N8-SD-1

N149 甕 25 4 E-3 N8-SD-1

N150 甕 E-1 N8-SD-1

N151 甕 20.2 E-2 N8-SD-1

N152 甕 21.2 E-2 N8

N153 菱 13.2 F-1 N8-SD-1

N154 甕 F-1 N8-SD-1

N155 楚 14.2 F-3 N8-SD-1

N156 士電 SD-05

N157 士空 SD-05

N158 壺 SD-01

N159 霊 SD-01

N160 霊 SD-01

N161 霊 SD-01

N162 一霊 P37

N163 一霊 P37

N164 甕 A-2 P48

N165 甕 8.2 A-1 SD-01

N166 甕 22 4 A-2 SD-03

N167 甕 A-1 P16

N168 餐 14,7 A― l P46

N169 甕 15.8 C-3 N14

N170 甕 172 C-1 N16

N171 甕 15.2 F-1 N15

N172 霊 N15

N173 士電 N15

N174 壺 N15

N175 重 N15
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表34 石器一覧表 二次調査
挿図番号 器 種 石 材 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 出 土 地 点 備考

Nl 磨製包丁 結晶片岩 H2 65,6 第一調表

N2 磨製石斧 砂岩 76 H53 N8-SD-2

N3 打製石包丁 サヌカイ ト H.7 64,9 N8-SD-2

N4 調整剥片 0.2 23.9 N8-SD-2

N5 磨製石斧 結晶片岩 67 66 2 N8-SD-2

N6 調整剥片 サヌカイト 19.5 N2

N7 調整剥片 サヌカイ ト 22 0,7 Nl

N8 調整剥片 サヌカイ ト 121 第一調表

N9 調整剥片 サヌカイト 32 22 4 Nl

N10 磨製石包丁 結晶片岩 77 35.6 N2

NH 調整剥片 サヌカイ ト 34 14.3 N2

N12 調整工U片 サヌカイト 20.4 N2

N13 調整ユU片 サヌカイ ト 27 1.7 第一調表

N14 石鏃 サヌカイ ト 1.1 第一 調表

N15 石鏃 サヌカイ ト 1.5 第一調表

N16 調整承u片 サヌカイ ト 22 第一調表

N17 打製石包丁 サヌカイ ト 1.1 216 第一調表

N18 調整剥片 サヌカイ ト 1.1 第一調表

N19 調整剥片 サヌカイ ト 3.7 第一調表

N20 打製石斧 サヌカイト 24.6 第一調表

N21 調整剥片 サヌカイト 19,4 第一調表

N22 調整剥片 サヌカイ ト 2,7 1.3 18.1 第一調表

N23 打製石斧 サヌカイ ト 24.4 第一調表

N24 磨製石包丁 結晶片岩 H.3 N8

N25 調整剥片 サヌカイト N8

N26 調整剥片 砂 岩 55 18,9 N9

N27 スクレイタヾ― サヌカイ ト 16.9 N8

N28 打製石包丁 サヌカイト 31.6 N8-SD-2

N29 打製石包丁 サヌカイ ト 24.3 N9

N30 調整剥片 サヌカイ ト 43.8 N9

N31 スクレイパー サヌカイ ト 84,7 N9

N32 太型蛤刃石斧 結晶片岩 225.8 N8-SD― 〕

N33 打製石包丁 サヌカイ ト 68,7 N9

N34 打製石包丁 サヌカイ ト 110.4 N8-SD-2

N35 打製石斧 サヌカイ ト 126.4 N8-SD-2

N36 大型蛤刃石斧 結晶片岩 3.7 129.7 N8

N37 大型蛤刃石斧 結晶片岩 l15 330.4 N8-SD-1

N38 打製石斧 サヌカイ ト 778 第一調表

N39 打製石斧 サヌカイト 77 5 第一調表

N40 打製石斧 サヌカイ ト l15 11 210,7 第一調表

N41 板状石斧 サヌカイト 101 10.7 17 256.7 N2

N42 打製石斧 サヌカイト 128.5 第一調表

N43 打製石斧 サヌカイ ト 2.2 164.7 第一調表

♪ヾ44 打製石斧 サヌカイ ト 174 4 N8-SD-2

N45 調整剥片 サヌカイト 103 2 N8-SD― l

N46 調整剥片 サヌカイト 82.1 N8-SD-1

N47 調整剥片 サヌカイ ト 48.4 N8-SD-1
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挿図番号 器 種 石 材 長さ (Cm) 幅 (Cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 出 土 地 点 備 考

N48 尖頭器 サヌカイト 29.6 N8-SD-1

N49 打製石器 サヌカイト 5.2 1.2 37.6 N8-SD-1

N50 打製石器 サヌカイト 79,8 N8-SD-1

N51 調整剥片 サヌカイ ト 38,7 N8-SD-1

N52 調整剥片 サヌカイ ト 17.8 N8-SD-1

N53 調整剥片 サヌカイト 25.2 N8-SD-1

N54 打製石包丁 サヌカイ ト N8-SD-1上

N55 打製石包丁 サヌカイ ト N8-SD― ]

N56 石鏃 サヌカイ ト 1.0 N8-SD― 〕

N57 石鏃 サヌカイ ト 5.2 1.5 57 N8-SD一 ユ

N58 スクレイタヾ― サヌカイ ト 20.0 N8-SD―

N59 調整剥片 サヌカイ ト 1.0 21.4 N8-SD―

N60 調整剥片 サヌカイ ト Ll 24.7 N8-SD―

N61 調整剥片 サヌカイ ト 21.9 N8-SD-1

N62 調整剥片 サヌカイ ト 1.3 100.5 第一調表

N63 磨製石斧 サヌカイ ト 1.6 91.2 第一調表

N64 打製石包丁 サヌカイ ト 103.9 第一調表

N65 サヌカイ ト

N66 調整剥片 サヌカイ ト 92.5 N8-SD-1

N67 調整剥片 サヌカイ ト

N68 打製石包丁 サヌカイ ト 39.7 N8-SD-1上

N69 調整剥片 サヌカイト

N70 打製石斧 サヌカイト ll,7 243 4 N8-SD-1

N71 打製石斧 サヌカイ ト H8 234 8 N8-SD-1

N72 すり石 砂岩 14,2 12.6 587 0 N3

N73 砥石 泥岩 15,9 910.0 第一調表

N74 石核 サヌカイト 20.2 16.6 760.0 N8-SD-1

N75 砥 石 砂岩 17.2 10.8 1200 0 N8-SD-1

N76 敲石 砂岩 13.1 628.0 N8-SD-1

N77 砥石 泥岩 (砂岩) 7.3 5.6 295,8 N8

N78 敲石 砂岩 223.3 N8
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図版3 Sl調 査区貯水槽出土状況
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図版9 溝 。N2-SD-1遺 物出土状況



図版10 溝 。N3-SD-1

図版12 Sl調査区・配石と
溝 。N]― SD-1

図版]1 溝・N2-SD-1

図版13 N2調査区ピット群



図版14 S]調査区・配石遺構

図版15 溝・N] ―SD-1

図版16 溝 。Nl ― SD-2



図版17 溝・N3-SD-1

図版18 N2調査区 ピット群
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図版20 溝・ El― SD-1

図版21 溝 。El― SD-1の 下層
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